
 
 

第
三
田
 

 
 

プ
 
：
考
察
す
 

）
 
め
 。
 

 
 

唯
識
部
 

 
 

ト
ン
の
 仏
 

 
 

世
に
あ
る
 

 
 

た
し
か
 

 
 

か
ら
み
て
 

疑
問
が
あ
る
。
 

 
 

れ
 一
て
れ
 

 
 

勝
義
諦
 む
 

 
 

し
て
い
 

 
 

さ
 れ
て
 ぃ
 

る
 Ⅰ
 

 
 

経
 等
と
 

 
 

と
く
に
、
 

 
 

存
在
す
べ
 

 
 

汚
意
 で
あ
 

 
 

依
は
因
縁
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別
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作
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題
 

天
野
宏
央
 

168 

/ ㍉   
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  秘あ 

  

ろ主習説 セれ 

  

X ）に 教は「 、 真こフ る 
に従た 実と ィ 

はう 、 もに有な んのに ロ ン 
神の プ 」 ろは 
がで ぅ と がお 
「 お ト 定 、 い   
有 すめら 果ぅ 
るな 借に と イ 老わ 」 ちで 用 至 っ して ズふ 

  
賀 

  

  太 

さ 四セ 
とま岳 兵は 

れ て （ L 五 書 L, た交 
い X のてはわ 



 
 

「
ソ
ロ
モ
 

 
 

-
 
ニ
 、
問
題
 

 
 

ソ
 こ
と
て
 

-
 
め
る
 

 
 

の
 意
味
 

 
 

ゴ
の
せ
向
ゴ
 

 
 

ァ
は
、
 「
 月
 
+
 

 
 

@
 と
を
も
 

 
 

フ
 ち
に
あ
 

 
 

「
ハ
ー
 ヤ
 

 
 

は
 P
 
 
千
 -
 
あ
 

 
 

 
 

 
 

動
詞
が
重
 

 
 

語
 と
の
 栢
 

 
 

孝
 法
 を
オ
 

 
 

れ
る
思
考
 

 
 

し
 F
.
-
 

区
別
 

 
 

ギ
 ー
 と
桔
 

 
 

め
 ・
キ
リ
 

 
 

も
の
は
 ハ
 

 
 

と
を
確
認
 

 
 

上
り
 
-
.
0
.
 

と
回
 じ
 

Ⅰ
 
ノ
 ノ
 
0
 

慈
円
に
お
け
る
神
仏
の
関
係
 安

達
 
素
彦
 

愚
管
抄
 巻
 三
の
一
節
に
次
の
句
が
見
え
る
。
 

 
 

天
職
 

 
 

カ
ク
 

 
 

ク
信
 

 
 

。
 劫
 

 
 

イ
ナ
 

ン
 ハ
時
ラ
ジ
モ
ノ
 ヲ
 。
 

 
 

得
 ，
 
0
 
 
と
 

 
 

中
期
以
来
 

 
 

て
の
批
判
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

ム
ロ
Ⅰ
 

@
@
@
 

丁
 
Ⅳ
字
に
 

 
 

の
 生
き
た
 

 
 

観
音
信
仰
 

 
 

様
に
感
ぜ
 

 
 

円
 、
藤
氏
 

 
 

の
人
々
を
 

 
 

仰
の
並
々
 

な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
想
わ
せ
る
。
 

一
 

Ⅰ 69 



古
代
支
那
の
廟
 制
は
 つ
い
て
 池

田
末
利
 

 
 

基
礎
 資
 

 
 

デ
 ー
 下
に
 

 
 

故
に
古
来
 

 
 

廟
数
 、
 こ
 

 
 

昭
穆
 制
 、
 

 
 

ぎ
 Ⅲ
㈲
を
 

併
 ム
ロ
的
に
取
扱
 
う
 事
と
す
る
。
 

 
 

文
献
と
 

研
究
報
告
 

 
 

力
 
T
 
 

ノ
，
 

@
 
・
Ⅰ
 

、
 

 
 

仰
が
か
な
 

 
 

照
 大
神
へ
 

 
 

ぬ
も
の
で
 

 
 

 
 

 
 

祖
 た
る
 
天
 

 
 

書
中
屋
々
 

 
 

 
 

末
法
観
否
定
に
つ
い
て
 

-
 
は
 省
略
す
る
、
 

 
 

 
 

 
  
 

一
 

 
 

 
 

王
制
 と
察
不
 

 
 

。
従
来
 祭
 

 
 

王
制
 離
注
 

 
 

 
 

く
 均
し
く
 

 
 

存
す
る
の
 

は
 当
然
で
、
一
方
の
み
無
視
す
べ
 
き
 で
な
い
。
 

 
 

の
 根
拠
 

 
 

喪
服
 小
記
 

 
 

 
 

る
 。
 

 
 

 
 

等
差
原
理
 

 
 

し
 、
一
方
 

 
 

え
る
。
 

 
 

事
は
四
 

 
 

の
 内
容
を
 

 
 

 
 

き
は
清
朝
 

 
 

に
基
く
始
 

 
 

個
の
、
 
㈲
 

は
 後
代
の
事
象
と
考
 フ
べ
 ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

 
 

水
制
 は
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

あ
 

 
 



石
 

原
 

謙
 

 
 

な
り
そ
 

 
 

を
 承
認
し
 

 
 

て
ド
チ
テ
 

 
 

そ
の
際
 

 
 

有
し
た
に
 

 
 

こ
れ
を
 弁
 

 
 

会
 、
し
か
 

 
 

 
 

信
仰
の
 

 
 

に
基
く
神
 

 
 

つ
ナ
し
 

小
小
 
数
 

 
 

コ
そ
 
ず
円
ヴ
目
 

（
 
の
 

 
 

も
こ
れ
が
 

 
 

カ
ト
リ
ッ
 

 
 

い
 だ
ろ
う
 

 
 

重
 の
 層
か
 

 
 

第
二
十
巻
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
教
会
概
念
に
つ
い
て
 
 
 

仏
 の
 本
 

 
 

形
成
の
中
 

浄
土
教
の
超
越
性
 

石
田
充
 
之
 

 
 

四
 

 
 
 
 

 
 

を
 与
え
て
 

 
 

上
智
大
学
 

編
 ㍉
 聖
 ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
研
究
 
b
 中
の
拙
稿
参
照
）
。
 

 
 

扱
っ
て
 い
 

 
 

て
 、
終
末
 

 
 

て
 延
ば
さ
 

 
 

0
 期
間
は
 

 
 

た
 "
 従
っ
 

 
 

ら
は
迫
害
 

 
 

待
た
な
 げ
 

 
 

れ
 放
に
こ
 

 
 

ィ
メ
 ス
の
 

 
 

面
に
 /
.
 

、
は
 

 
 

て
は
終
末
 

 
 

理
解
さ
れ
 

 
 

な
し
得
た
 

と
 言
え
る
の
て
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 



 
 

論
 、
そ
れ
 

 
 

救
済
観
 等
 

 
 

般
 の
自
覚
 

 
 

極
め
て
 仏
 

 
 

信
仰
的
 超
 

 
 

の
点
、
真
 

 
 

外
観
す
ら
 

 
 

）
や
東
大
 

 
 

法
制
 門
と
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

あ
る
で
あ
 

ろ
 う
 。
 

 
 

に
 辿
る
 

 
 

諦
 た
る
 価
 

 
 

結
晶
な
る
 

 
 

ぬ
 ）
の
 生
 

 
 

相
論
 等
を
 

 
 

に
そ
の
 一
 

 
 

的
な
聖
道
 

 
 

の
 立
場
を
 

 
 

は
 無
明
的
 

 
 

具
体
的
な
 

 
 

0
 倍
的
な
 

 
 

ら
れ
る
。
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ィて 

メ 行 の辺 、 
ヱ - 

  
創造   
諸 
  

ホ教 

の 

超 
越 
性 
  
ヰ立 

全ノ 

、異 
る 。 

 
 



ラ
ビ
・
ア
キ
ー
バ
の
律
法
解
釈
に
つ
い
て
 

植
田
重
雄
 

 
 

①
①
 年
 

 
 

0
 日
 的
は
 

 
 

れ
を
ユ
 ダ
 

 
 

れ
る
。
 そ
 

 
 

れ
 得
る
も
 

 
 

は
 長
老
、
 

 
 

 
 

 
 
 
 

の
コ
ゴ
 
の
Ⅰ
㍉
 

一
コ
 

イ
一
か
め
 

 
 

る
 意
義
は
 

 
 

伝
説
的
な
 

 
 

成
 に
至
る
 

 
 

あ
ら
わ
れ
 

 
 

と
平
行
し
 

 
 

（
 -
 
タ
ニ
 
）
 
Q
,
 

 
 

髄
 で
あ
っ
 

 
 

教
団
の
自
 

 
 

ら
 、
か
れ
 

 
 

ブ
の
 
。
 

 
 

次
の
二
 

 
 

つ
 ｜
 
十
人
Ⅰ
 

 
 

何
故
な
 

 
 

ャ
 教
は
合
 

 
  
 

ユ
 
"
 

 
 

 
 

を
考
察
す
 

 
 

し
て
い
た
 

 
 

げ
 、
定
義
 

 
 

に
か
た
。
 
と
 

 
 

を
 知
ら
 ュ
 @
 
）
 

 
 

は
 

 
 

に
あ
た
 

 
 

。
し
か
し
 

 
 

ほ
 つ
い
て
 

 
 

j
 
フ
 と
つ
と
 

 
 

書
 に
内
在
 

 
 

問
題
提
起
 

 
 

加
え
よ
う
 

 
 

主
題
で
あ
 

っ
た
 。
 

マ
ノ
 ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
 l
 

「
古
代
ユ
ダ
ヤ
教
」
に
お
け
る
合
理
性
の
問
題
 

宇
野
光
雄
 



 
 

し
た
の
で
 

 
 

た
の
で
あ
 

ろ
 う
か
 」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 

ヤ
教
 」
 

 
 

に
 至
っ
た
 

 
 

こ
の
「
 古
 

 
 

に
せ
ん
と
 

試
み
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

｜
ノ
 l
 

 
 

る
 近
代
貸
 

 
 

0
 間
 題
と
 

 
 

と
が
出
来
 

 
 

点
を
置
く
 

 
 

め
 、
そ
の
 

 
 

こ
と
が
な
 

 
 

代
 資
本
主
 

 
 

教
の
生
み
 

 
 

ヨ
ー
ロ
 

 
 

か
ら
で
あ
 

 
 

て
我
ャ
は
 

 
 

代
 西
欧
文
 

 
 

宗
教
倫
理
 

 
 

化
の
発
展
 

に
 如
何
に
し
て
影
響
を
与
え
得
る
に
至
っ
た
か
、
と
。
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の
し
 げ
 

 
 

0
 目
的
 
一
 
0
 コ
の
 
l
 

 
 

関
係
を
明
 

 
 

う
 ち
に
 現
 

 
 

の
 根
本
懐
 

 
 

と
 、
そ
れ
 

 
 

「
純
粋
 思
 

 
 

す
と
い
う
 

 
 

福
 と
は
、
 

 
 

現
実
の
生
 

 
 

す
る
こ
と
 

 
 

し
く
は
神
 

 
 

分
裂
も
存
 

 
 

つ
て
、
 

 
 

せ
し
め
て
 

 
 

内
存
在
の
 

 
 

職
 と
し
て
 

 
 

識
 に
含
ま
 

 
 

ぅ
 と
す
る
 

七
 

後
期
フ
ィ
ヒ
テ
に
於
け
る
神
の
問
題
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近
代
改
革
イ
ン
ド
教
の
キ
リ
ス
ト
教
観
 と
 

そ
の
反
映
 

大
 

純
 

類
 

 
 

 
 

 
 

の
 両
様
 

 
 

な
る
批
判
 

 
 

問
題
の
考
 

 
 

直
接
系
統
 

 
 

の
 "
 
世
界
 

 
 

、
対
決
の
 

の
で
あ
る
。
 

 
 

」
な
さ
 

 
 

が
 知
日
夏
 

 
 

ら
れ
 干
 -
 ぃ
 

 
 

/
 、
し
一
 
：
 自
 

 
 

Ⅰ
の
 
つ
 Ⅱ
 
亡
 コ
 %
 

 
 

ば
 、
純
粋
 

 
 

と
に
 

 
 

 
 

 
 

り
 方
と
し
 

 
 

の
 転
換
で
 

 
 

の
 ム
口
一
を
 

見
出
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 

ノ
て
 

 
 

 
 

図
し
だ
の
 

 
 

 
 

真
理
の
希
 

 
 

の
で
な
く
 

 
 

 
 

 
 

に
 光
を
投
 

 
 

音
書
の
抜
 

 
 

@
 
）
の
 

N
o
 

年
 ）
 

 
 

し
い
攻
 め
寧
 

 
 

・
 
タ
 へ
の
 W
 
而
せ
 

 
 

信
条
を
成
 

 
 

は
そ
の
形
 

 
 

い
 。
 ヘ
プ
 

 
 

徳
的
 原
理
 

 
 

背
負
う
 ケ
 

 
 

。
そ
の
 キ
 

 
 

臣
 「
 
0
 で
の
 鮒
 

 
 

@
 
り
 
-
 
-
 

の
 ㏄
 @
 

 
 

0
@
 

仁
圧
す
の
 

 
 

口
 Ⅹ
寸
の
「
 

一
｜
 

 
 

ご
レ
ョ
 

 
 

ゴ
 Ⅱ
 
ロ
 
の
田
り
 

-
 

 
 

で
 0
 の
 
ヱ
 の
の
 

 
 

欧
の
ィ
デ
 

 
 

て
の
中
核
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7
6
 

九
 

 
 

 
 

0
 位
 組
 

 
 

側
の
仕
 組
 

 
 

が
 一
応
分
 

 
 

可
分
で
あ
 

 
 

に
 、
人
間
 

 
 

教
 と
は
神
 

 
 

て
の
 問
 

 
 

組
 に
つ
い
 

 
 

十
字
架
上
 

 
 

神
 6
 市
 歴
 

 
 

家
 た
り
 得
 

 
 

の
 努
力
も
 

 
 

し
つ
つ
 如
 

 
 

い
て
イ
ン
 

 
 

る
 。
 セ
｜
 

 
 

オ
ペ
 
-
 
㏄
 
ゴ
 コ
口
 

 
 

椅
 Ⅰ
の
の
仁
の
 

"
 

 
 

ぎ
 仁
王
㏄
 
ョ
 

酋
 n
.
 

省
略
）
。
 

救
済
の
論
理
と
し
て
の
伝
受
苦
思
想
 

1
.
 
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と
の
 
対
 此
に
お
い
て
 ｜
｜
 

邦
 

岡
 

俊
 

 
 

修
行
」
 

 
 

あ
り
な
が
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

り
て
死
に
 

 
 

為
に
無
量
 

 
 

教
 的
、
 乃
 

 
 

想
の
論
理
 

 
 

背
景
と
な
 

 
 

死
は
 大
租
 

 
 

犠
牲
的
行
 

 
 

、
 神
と
人
 

 
 

性
格
と
、
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

想
 の
 地
 

 
 

性
 、
同
質
 

 
 

、
自
己
を
 

 
 

真
理
法
 円
万
 

 
 

人
 に
て
も
 

 
 

一
切
の
存
 

 
 

に
お
い
て
 

 
 

状
 で
あ
 

る
 。
 



 
 

る
 体
験
 

 
 

住
，
 
ざ
ム
に
い
 

 
 

の
 問
い
の
 

 
 

方
円
）
 か
 

 
 

-
 
の
 -
-
 
て
 -
1
@
 

 
 

 
 

 
 

己
を
方
向
 

 
 

 
 

遠
 な
も
の
 

の
 関
係
 

 
 

鎖
 的
な
自
 

 
 

罷
 に
な
る
 

 
 

は
か
げ
が
 

 
 

問
題
と
な
 

 
 

す
る
こ
と
 

て
も
あ
る
。
 

 
 

に
な
る
と
 

 
 

的
な
問
 い
 

 
 

問
い
と
 答
 

 
 

し
て
 顕
わ
 

岡
村
圭
 
真
 

傷
み
な
ぎ
 心
 

１
１
伊
勢
神
道
の
一
志
向
 

｜
 

l
 小

笠
原
春
夫
 

 
 

ひ
 の
手
 

 
 

こ
そ
垂
加
 

す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

也
 と
も
 

 
 

自
覚
せ
 

 
 

ニ
女
時
 ニ
 

 
 

「
心
臓
 

ォ
 コ
ラ
 

 
 

の
 雑
説
に
 

一
 O
 

 
 

が
 個
別
の
 

 
 

る
と
は
 宇
 

 
 

こ
と
 メ
 
・
：
 

あ
 

 
 

に
 無
限
な
 

 
 

に
他
 な
る
 

も
の
が
一
つ
に
な
る
こ
と
て
あ
る
。
 

 
 

押
 進
め
 

 
 

え
方
に
，
 

r
,
 

 
 

別
に
な
る
 

 
 

れ
る
の
 て
 

は
な
か
ろ
う
か
。
 

宗
教
体
験
の
一
考
察
 

17 ア 
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く
 神
性
を
 

 
 

 
 

る
 傷
み
 

 
 

神
の
重
 ん
 

 
 

あ
り
、
 一
 

 
 

根
本
の
心
 

 
 

を
 理
想
 視
 

 
 

を
 指
す
と
 

 
 

0
 基
盤
を
 

 
 

現
 以
前
の
 

境
 で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
思
惟
以
前
で
あ
る
。
 

 
 

の
 堺
に
 

 
 

と
 神
気
に
 

 
 

こ
こ
に
 到
 

 
 

は
 何
事
も
 

 
 

は
存
 L
 同
 

 
 

」
と
は
 如
 

 
 

あ
る
と
 同
 

時
に
人
間
自
己
復
帰
へ
の
道
に
体
な
ら
ぬ
。
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のがで 風 たの祀れ劇に 基 ま礎内 く が 頬桁主上新 一こ のが的対 礎天 たを 容ら 多記 
型わ活記に 見観変余 しに 祖何与 がれ ぃ紀 
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こ構て 単音 大蛇 随国 般的 妨害 に関 の国 」 ゼ 動を 物語 であ 拐 隅 往 F て 、 の想 、 いなの 

風信をし 諫 む 神を つ し 稲 返 事をたる 起 

  

日 

本 
神 
話 
と 

神 
首 咀 、 

祭 
" 加 巳 

ⅡⅡ 

野 

祖 

教 



 
 

ょ
 れ
ば
、
 

 
 

事
 が
知
ら
 

れ
る
。
 

 
 

ス
、
記
 

 
 

と
 見
え
る
 

 
 

悪
霊
を
鎮
 

 
 

ら
れ
、
 全
 

 
 

 
 

叩
 ら
れ
 

 
 

ね
 、
類
型
 

 
 

ば
 理
解
が
 

つ
ぎ
に
く
い
。
 

 
 

が
 出
雲
 

 
 

で
な
い
。
 

 
 

か
ら
民
族
 

争
闘
史
を
説
く
の
は
矛
盾
で
あ
り
、
学
的
で
な
い
。
 

 
 

別
 の
 資
 

 
 

な
い
が
、
 

 
 

し
て
理
解
 

す
べ
 き
 だ
と
思
わ
れ
る
印
象
が
強
い
。
 

笠
 

井
 

貞
 

 
 

、
人
間
 

 
 

式
部
が
人
 

 
 

、
そ
れ
を
 

 
 

集
 」
に
 ょ
 

つ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
 

 
 

葉
 、
第
 

 
 

 
 

 
 

継
母
 藤
 

 
 

の
上
へ
の
 

 
 

第
三
部
で
 

 
 

よ
フ
 に
 様
 

 
 

第
三
部
 

 
 

。
第
一
部
 

 
 

、
 更
に
宿
 

世
の
因
縁
は
第
三
部
に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

別
冊
一
の
 

 
 

宿
世
は
 
一
 

 
 

運
命
で
あ
 

 
 

運
命
を
ぎ
 -
 

一
一
一
 

源
氏
物
語
に
於
け
る
 愛
 と
運
・
 命
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仏
教
の
「
大
倉
 法
 」
の
第
六
「
倉
元
」
（
天
を
 

念
ず
る
）
の
意
義
 

加
藤
智
 
学
 

 
 

オ
と
も
 

Ⅹ
 ヒ
 

 
 

男
 と
女
）
 

 
 

現
在
・
 末
 

 
 

ほ
 薬
を
証
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ナ
 ：
 
0
 無
力
 

 
 

は
 、
転
換
 

 
 

教
の
源
信
 

 
 

で
あ
っ
た
 

 
 

少
な
く
 

 
 

干
 -
 
・
 
あ
 Ⅰ
の
：
 

 
 

コ
ー
ル
 

 
 

千
 -
 
は
 美
的
 

 
 

至
っ
て
 最
 

 
 

主
日
 

さ
 1
 
し
こ
こ
 

 
 

平
心
に
し
 

 
 

既
に
中
世
 

 
 

時
代
を
超
 

え
た
価
値
を
持
ち
、
真
に
傑
作
の
名
に
価
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

か
 説
か
 

 
 

葺
 、
ン
 

@
 
こ
て
 

 
 

真
如
法
を
 

 
 

芯
僧
 ・
 念
 

 
 

念
じ
」
 

 
 

「
 天
 

 
 

転
を
離
れ
 

 
 

に
 至
る
こ
 

 
 

ホ
 教
の
如
 

 
 

増
 一
河
合
 

 
 

十
悪
の
法
 

 
 

口
金
を
添
 

 
 

し
 。
 E
 一
の
 

 
 

の
 寸
法
 の
 

 
 

 
 

 
 

て
 、
天
上
 

 
 

、
 教
え
 ろ
 

 
 

ら
ぬ
。
 扶
 

 
 

の
 法
が
説
 

 
 

念
ず
る
こ
 

と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
如
何
な
，
 2
 忠
義
が
あ
る
か
。
 

 
 

つ
 /
 
Ⅰ
 、
 

 
 

に
 附
随
 

 
 

九
経
に
 
 
 
 
 

一
一
一
一
 

 
 



 
 

あ
る
か
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

昇
一
に
往
生
 

 
 

」
「
 
圭
 ロ
目
Ⅶ
 

ド
 
」
 

 
 

 
 

 
 

羅
漢
異
を
 

 
 

無
余
 浬
弗
 

 
 

に
 往
生
し
 

 
 

 
 

 
 

@
 
勺
 -
 

 
 

、
 某
 華
の
 

 
 

趣
向
上
，
 
，
 
。
 

 
 

プ
 
。
 
-
 
、
同
邦
 

 
 

欲
界
の
上
 

 
 

称
す
 。
 此
 

 
 

な
る
 勝
処
 

で
あ
る
。
 

 
 

大
乗
仏
教
 

 
 

超
勝
 せ
る
 

 
 

す
 る
：
 阿
 

 
 

等
が
 、
そ
 

 
 

）
を
 願
求
 

 
 

を
 求
め
て
 

 
 

ぬ
に
 往
生
 

 
 

一
四
 

 
  
 

 
 

」
は
 、
界
 

 
 

観
無
量
寿
 

 
 

丁
 」
と
 よ
 
の
 

 
 

る
こ
と
で
 

 
 

願
 す
る
こ
 

 
 

フ
 こ
と
 

 
 

量
 孝
経
ヒ
 

 
 

あ
り
。
 
経
 

 
 

、
七
）
天
、
 

 
 

に
 此
の
語
 

 
 

と
 同
語
、
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

の
道
・
 一
 

 
 

の
 語
で
あ
 

 
 

、
浄
土
を
 

 
 

得
す
る
 道
 

 
 

に
 生
ず
る
 

 
 

仏
 、
浄
土
 

㌍
 す
 ュ
 %
 け
り
」
と
、
嘆
訴
せ
ら
れ
て
い
る
。
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のと みしるににしそこ お け実 とな 
神 
ぎ 正三 、 @ 
史 
と 

丈 
献 
学   

り に方も こ こ す神 

    

田         

  



流
動
の
姿
、
動
的
な
面
に
も
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

 
 

文
献
 が
 

 
 

と
 、
旧
事
 

 
 

顧
み
 

 
 

か
 /
 、
 
Ⅱ
も
 
、
 

 
 

史
上
佳
日
 

す
べ
き
多
く
の
問
題
を
有
し
て
い
る
。
 

 
 

の
全
，
，
、
 

 
 

独
自
の
記
 

 
 

が
、
 更
に
 

 
 

つ
の
解
釈
 

 
 

安
 初
期
に
 

お
け
る
古
典
解
釈
で
あ
り
、
そ
こ
に
も
一
問
題
か
あ
る
。
 

 
 

異
同
が
 

 
 

の
 改
憲
 理
 

 
 

記
 諸
本
 と
 

 
 

態
度
に
も
 

 
 

通
史
の
 補
 

 
 

動
的
な
面
 

 
 

 
 

里
目
 

円
 

士
 

 
 

 
 

 
 

ト
 神
学
の
 

 
 

拝
式
 の
 革
 

 
 

ィ
 
」
 ス
 注
目
 

 
 

0
 日
的
が
 

 
 

の
 出
現
に
 

 
 

自
主
義
 神
 

 
 

ま
 借
り
 来
 

 
 

つ
 ヰ
ハ
 

-
 
て
 カ
 
・
 
Ⅹ
 

 
 

、
組
織
 神
 

 
 

埋
を
証
明
 

 
 

ぉ
チ
 
問
で
な
 

 
 

い
わ
ば
 技
 

 
 

て
の
 ・
内
容
 

 
 

ネ
 
Ⅰ
 
-
 
・
 
-
 
ハ
リ
マ
 

ハ
 
Ⅳ
。
 

然
ら
ば
礼
拝
学
は
単
な
る
応
用
神
学
の
一
つ
に
 
ナ
 

 
 

書
 を
通
 

 
 

と
 説
教
の
 

 
 

礼
拝
 学
へ
 

神
学
に
於
け
る
礼
拝
 学
 の
問
題
 
一
山
 
ハ
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神
崎
大
六
郎
 

 
 

二
 の
 年
 ㏄
 

 
 

 
 

 
 

く
 
人
間
の
 

 
 

廷
 。
印
の
ざ
 

活
后
 ）
は
 そ
 -
 
コ
 で
は
な
い
」
と
い
う
言
で
始
め
て
い
る
。
 

 
 

い
の
で
 

 
 

哲
学
者
が
 

 
 

，
ヴ
ィ
 シ
グ
 

 
 

、
フ
い
 
-
 
フ
関
 

 
 

一
の
神
で
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%
 
 

す
 
・
 
べ
 

 
 

我
ム
 
、
は
阿
 

 
 

い
 l
 
結
果
 

 
 

ト
 
神
字
 
を
 

 
 

し
 い
 
読
み
 

 
 

礼
拝
に
 

我
 

 
 

か
ず
し
て
 

 
 

し
て
 
バ
ル
 

ト
を
 
自
分
勝
手
に
曲
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

。
て
の
唯
一
 

 
 

す
る
。
 け
 

 
 

と
は
 抽
批
 

 
 

代
の
存
在
 

 
 

な
い
「
 神
 

の
 存
在
の
論
」
の
角
度
か
ら
考
え
・
な
お
す
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

る
の
に
 

 
 

を
 論
じ
っ
 

 
 

は
こ
の
 二
 

 
 

る
こ
と
を
 

 
 

を
こ
え
る
 

な
ら
ば
、
神
の
存
在
も
我
々
の
理
解
を
こ
え
る
。
 

 
 

神
々
の
 

 
 

り
、
 物
や
 

@
 

 
 

ど
も
そ
れ
 

 
 

知
ら
々
 亡
れ
 

 
 

る
如
 ぎ
福
 

 
 

信
仰
 

 
 

連
が
、
神
 

デ
明
正
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 



 
 

立
場
か
 

 
 

す
る
。
 す
 

 
 

の
 研
究
で
 

 
 

究
の
出
発
 

 
 

人
文
現
象
 

次
の
よ
う
な
試
案
を
問
 う
 て
見
た
い
。
 

 
 

い
プ
 
：
の
 、
 

 
 

、
 私
は
 、
 

 
 

極
内
 

 
 

干
 よ
の
 
ィ
 
の
。
・
 

一
 

 
 

ア
リ
テ
ィ
 

 
 

、
欲
求
 と
 

 
 

と
 、
 矩
臥
 
ヰ
小
 

 
 

、
心
 
@
.
 

一
億
・
 

1
 
、
，
 

 
 

の
 問
題
の
 

 
 

な
 「
解
決
 

 
 

は
 、
そ
の
 

 
 

せ
ら
れ
る
 

 
 

教
の
特
徴
 

岸
本
英
夫
 

宗
教
に
つ
い
て
の
一
つ
の
仮
設
的
規
定
 

 
 

す
る
こ
 

 
 

等
の
 ）
 根
 

 
 

て
は
、
 ア
 

 
 

の
 自
己
」
 

 
 

目
ョ
 リ
レ
 
は
 

 
 

ま
り
ウ
バ
 

 
 

は
 出
発
し
 

 
 

で
は
の
（
 ア
 

 
 

の
 外
向
的
 

 
 

セ
ゴ
自
 
）
で
 

紀
野
一
義
 

仏
教
に
お
け
る
愛
に
つ
い
て
 

 
 

ら
れ
て
 ぃ
 

 
 

る
た
め
に
 

 
 

ら
 ・
な
い
、
 

 
 

共
有
さ
れ
 

 
 

「
文
化
 

 
 

機
能
」
と
 

「
体
制
し
 千
 -
 
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
。
 

 
 

進
め
て
 

み
た
い
と
考
え
る
の
て
お
る
 
、
 

 
 
 
 

一
八
 

 
 



 
 

め
る
。
」
 

 
 

る
 。
こ
の
 

 
 

の
中
で
は
 

 
 

経
 の
敦
郎
 

 
 

ゅ
を
 数
 

 
 

し
か
も
 

 
 

は
 愛
の
満
 

 
 

蕾
コ
ゴ
ゆ
 
の
 

 
 

 
 

 
 
 
 

考
え
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

葉
 と
し
て
 

の
マ
ゴ
 

斜
は
 、
 

左
ゆ
 
@
 
コ
 め
が
 

等
 が
散
発
 

ら
れ
て
 ぃ
 

苗
 -
 （
の
も
 

ゴ
ゆ
 

手
 
・
Ⅰ
Ⅱ
 

@
L
 @
 
こ
 米
 
Ⅱ
 
由
 

る
く
動
ぎ
 

み
た
い
と
 

も
 の
と
 呼
 

べ
 き
 で
 エ
め
 

と
対
象
と
 

わ
 あ
る
く
 

の
 系
列
は
 

な
っ
て
 い
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、
当
時
 

 
 

フ
か
 否
か
 

 
 

た
ら
し
い
 

 
 

、
外
来
 関
 

 
 

え
る
。
 

 
 

、
蘇
我
 

 
 

放
す
職
 

 
 

が
、
い
 ず
 

 
 

に
 公
的
で
 

は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

て
い
 

 
 

で
は
な
 

 
 

押
上
元
 レ
貝
 

氏
 に
よ
る
）
 

 
 

軍
事
 経
 

 
 

た
 。
そ
れ
 

 
 

適
も
氏
族
 

 
 

が
な
か
っ
 

た
 

飛
鳥
時
代
に
お
け
る
仏
教
対
策
 

工
藤
 
張
雄
 

  



 
 

 
 

 
 

と
 二
三
の
 

 
 

ぬ
来
，
 意
 

 
 

た
の
は
、
 

 
 

。
こ
れ
ら
 

戸 申 説 そ寺     
かと 仁 イレ 

    

乙 匡 中衆 ｜ 寺下 

起 il 帝 リ 
」   

徳 

  

に 六 は記 り指む 個族 ると 
， 宙 、 も 千 金銀 、 押ぎ 人に統 望   

 
 

二
 O
 

 
 
 
 

 
 

が
つ
て
い
 

 
 

庚
申
芝
本
 

地
 」
に
宿
運
な
い
。
 

 
 

供
物
の
 

 
 

。
し
か
し
 

 
 

不
浄
の
忌
 

 
 

ど
で
現
在
 

 
 

代
 に
記
載
 

 
 

小
方
所
司
 

 
 

ァ
ヌ
ル
 話
 

文
 」
が
記
載
さ
れ
、
そ
れ
が
今
な
お
実
行
さ
れ
て
い
る
，
 

 
 

大
 し
て
 

 
 

、
庚
申
 の
 

 
 

禁
呪
 な
 

 
 

て
い
た
。
 

 
 

だ
と
と
か
 

 
 

か
し
二
三
 

 
 

他
 に
つ
い
 

 
 

が
採
 入
れ
 

 
 

ら
ず
、
 日
 

 
 

庚
申
 

 
 

要
 な
価
値
 

と
意
義
を
も
つ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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仏
を
承
 

 
 

か
し
儀
礼
 

 
 

儀
礼
規
定
 

 
 

羅
尼
を
挙
 

 
 

え
 日
本
 撰
 

 
 

ら
 成
り
、
 

 
 

で
い
ず
 

 
 

も
 伝
え
る
 

 
 

多
用
せ
ら
 

 
 

梯
厳
 経
巻
 

 
 

寺
院
に
お
 

 
 

諒
 せ
ら
れ
 

 
 

の
 喪
儀
に
 

 
 

そ
の
他
 竃
 

 
 

 
 
 
 

法
要
儀
式
 

訳
経
が
あ
 

現
在
の
曹
 

は
 殆
ど
全
面
的
・
根
太
的
に
変
容
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

の
 宗
門
 

日
本
曹
洞
 神
 に
お
け
る
密
教
的
要
素
 

小
池
 
覚
淳
 

道
元
禅
の
行
論
に
お
け
る
㌧
 笘
 Ⅱ
 由
由
 
0
 Ⅹ
 

0
 間
 題
 

九
 

地
英
学
 

 
 

、
通
元
 

 
 

讃
歎
 供
 

 
 

土
 の
 行
堵
 
u
 

 
 

如
 き
 浄
土
 

 
 

 
 

 
 

想
は
、
如
 

 
 

萌
芽
 は
開
 

 
 

と
す
る
 立
 

 
 

た
と
思
わ
 

 
 

だ
 初
心
者
 

 
 

）
。
ま
た
 

 
 

事
 清
規
）
 、
 

 
 

を
 規
定
 

 
 

、
威
儀
 

 
 

ゆ
る
室
内
 

 
 

ノ
の
 
。
 

 
 

し
、
し
 

 
 

に
 至
っ
て
 

 
 

で
 し
 Ⅰ
 マ
の
 
。
 

Ⅰ 88 



 
 

フ
の
メ
 
：
 は
 

 
 

に
 仏
教
の
 

 
 

絶
対
行
で
 

 
 

止
ま
ら
な
 

 
 

象
 た
り
 得
 

 
 

他
の
社
会
 

生
活
へ
と
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
 

 
 

無
益
を
 

 
 

の
 ㌧
 ビ
 ・
 
u
 ｜
 

 
 

め
も
の
は
、
 

他
 な
も
 ぬ
打
生
 で
も
 
り
 Q
 。
 

 
 

の
 両
面
 

 
 

つ
占
イ
 よ
の
 

 
 

し
な
い
の
 

 
 

一
応
解
明
 

出
来
 得
 -
 
る
と
 思
う
 。
 

 
 

レ
ご
サ
つ
 

。
 
へ
 

 
 

る
 ・
も
の
 

 
 

正
基
盤
と
 

 
 

栢
互
 「
三
衣
 

 
 

坐
 ・
で
よ
り
 

 
 

仏
祖
伝
来
 

 
 

い
る
国
自
 

 
 

で
 ・
あ
る
。
 

某
督
 数
社
会
倫
理
の
神
学
的
背
景
に
つ
い
て
 

真
 

藤
 

後
 

 
 

フ
に
強
 

 
 

学
的
背
景
 

 
 

「
社
会
的
 

 
 

し
、
か
 

 
 

仔
 
せ
の
 コ
年
 

0
 ぶ
 
の
ヂ
，
 
誌
に
よ
る
人
ム
 、
 
が
そ
れ
で
お
る
。
 

 
 

な
も
の
 

 
 

へ
の
希
望
 

 
 

な
 対
人
的
 

 
 

程
に
楽
観
 

 
 

の
 未
来
へ
 

の
 希
望
に
 ょ
コ
 …
 生
 き
る
こ
と
と
 置
 ぎ
か
え
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

表
現
の
 

 
 

よ
 
Ⅰ
 
ぬ
 じ
調
 
ス
 

 
 

み
る
。
 換
 

 
 

、
 神
の
超
 

 
 

0
 審
 ぎ
 ・
 
p
 
と
 

 
 

べ
 ラ
リ
ズ
 

ム
を
 批
判
 ヤ
 ・
 
，
 
0
 。
 

一
一
一
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0
 
-
 

て
し
キ
 

ら
Ⅱ
Ⅱ
 

，
 
@
 

問
題
で
あ
る
。
 

 
 

験
 と
し
 

 
 

識
 と
同
じ
 

 
 

と
に
よ
 

 
 

テ
ィ
ー
 
と
 

 
 

に
 答
を
与
 

 
 

を
 与
え
る
 

 
 

来
る
か
」
 

 
 

、
 我
々
に
 

 
 

に
は
、
 
正
 

 
 

ム
 0
 組
織
 

 
 

㏄
 @
.
 

の
つ
の
 
0
 ｜
 

（
 
才
 0
 が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
 

カ
ン
ト
に
於
け
る
「
啓
示
」
の
概
念
 

小
西
国
夫
 

 
 

込
珊
 
土
日
」
 

 
 

又
 そ
れ
を
 

 
 

に
は
要
求
 

 
 

 
 

、
啓
示
を
 

 
 
 
 

 
 

。
こ
の
  

 

い
わ
ば
 

 
 
 
 

 
 

歴
史
的
 

 
 

し
 得
る
の
 

 
 

内
意
味
を
 

 
 

つ
て
君
臨
 

 
 

の
教
説
と
 

共
に
凡
て
啓
示
の
内
容
に
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
 

 
 

ド
グ
マ
 

 
 

教
会
信
仰
 

 
 

の
 。
然
し
 

 
 

Ⅰ
の
 
円
ガ
 
。
 ア
 」
 

 
 

行
為
を
強
 

 
 

キ
 」
行
為
 

 
 

従
っ
て
 、
 

 
 

下
 に
立
た
 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

な
、
決
 

 
 

。
然
し
そ
 

 
 

た
も
の
で
 

 
 

 
 

カ
 /
 ヘ
 

 
 

至
 宗
教
へ
 

 
 

点
 に
存
す
 

 
 

い
っ
か
は
 

 
 

。
そ
し
て
 

一
一
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へ
と
合
流
 

す
る
こ
と
を
理
想
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
 

 
 

Ⅰ
ニ
商
 

@
@
 
 

、
 っ
 

 
 

一
切
り
 

 
 

カ
ン
 

 
 
 
 

 
 

り
、
 従
 っ
 

 
 

 
 

 
 

者
の
音
 宰
ゅ
 

 
 

 
 

一
、
コ
、
日
 

月
刊
 

Ⅱ
 
l
,
@
 
 

@
 Ⅰ
㍉
 
1
 
レ
 

  

 
 

理
 で
あ
る
 

 
 

」
と
。
 

 
 

 
 

 
 

め
れ
ば
こ
 

 
 

と
も
な
る
 

 
 

奉
仕
で
あ
 

 
 

り
 、
道
徳
と
宗
教
は
一
つ
な
の
で
 
む
 Q
 。
 

0
 所
 亜
鯨
追
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

く
 、
か
の
 

 
 

一
の
第
二
 

 
 

持
せ
ら
れ
 

 
 

は
こ
こ
か
 

い姓 て 予祝 るそ四難はった 、り 

  

に勿 な つ 尤頃 たてててい 事生ヌ、 

  

人か母 たせに くを " 向 く温ホぅ " 和をけ のた 間 りにて 衆い一 八 

金 

  

百 
言上 の 

み 

化生 (5)  ㈲の 始 
Ⅰ ま 

  
祖 ㏄ ， ㏄ の め のの 肚 り の 

ジ日，の lY Ⅰ 6 @ ・ ((t 士 @ Ⅱ 什一 

        四 

ダの笘 （ 

プの、 ㏄の㏄Ⅰの 一 
  

Ⅰニの 

フの   
ナ 目 。 。 
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倉 Ⅱ 

るが 会参伍 は講 学な 烈 
、 口陳 会   価 
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研 じ 蓮にが 団   

ム， 
三社的 ヱて 折 正宗 つま ひ 名 金 の 
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ら 諸伏に活 社 
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友釣 
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盾
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苦
悩
 

 
 

、
ン
ョ
 

 
 

、
宗
教
で
 

 
 

め
一
・
に
温
存
 

 
 

制
友
 と
こ
 

 
 

要
 な
条
件
 

 
 

：
集
団
 形
 

 
 

着
し
た
人
 

 
 

な
ど
の
 要
 

素
 を
ふ
 ，
 
。
・
 

、
 
ん
で
い
る
。
 

 
 

の
時
期
 

 
 

は
 朝
鮮
 戦
 

 
 

は
 、
 由
朱
族
 

 
 

的
 無
関
心
 

 
 

積
極
的
に
 

 
 

長
 に
対
応
 

 
 

つ
と
め
る
 

 
 

折
伏
 と
廿
ず
 

 
 

0
 行
き
方
 

 
 

ン
，
 化
の
 

 
 

 
 

 
 

は
も
つ
と
 

 
 

り
 進
出
し
 

 
 

な
 要
求
に
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二 なの 二 とに実価 仏 がにて千百方 た 
乗ら 利皆 な三智生に同 般法 こ 須の便る 仏 

  

  

  

  

ぅ - 丁 た 草薙 僑浬法 

                                                ・ れ手実 一提 、 ぎ そ 

  

塩
田
義
・
 遜 

小
乗
の
浬
 喋
と
 法
華
の
 一
 解
脱
 

 
 

 
 

実 神家の先 公海 老はに 説 、 関を 康 秦 ヒ 援， - 
道 の 伝 ずす博し 血 眼   
0 日記 第るモて 三大 眼 、 
伝記に一 ものは一郎 メ - Ⅰ   口口 帝 Ⅲ 

天 
沼 " " 肝   の 

たせる 康 れ上日上 
こ ら 遺 か ての光に 

神 

とれ 命ら 詰草虫 が 
道 
t ァ し 

  て 

セ 、 にっ 
月家ょた 信 

  

天王ま 白一た天 を論れ家 

  
    

仁清人 陀 神と 嬰華解 " 法て生 大 君 " 果 の 

たに対ヒののの 
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め
る
 ヵ
 ー
グ
 字
 説
を
中
心
と
し
て
考
え
て
見
た
い
。
 

 
 

的
な
も
 

 
 

は
 、
御
言
 

の
 宣
教
、
聖
糞
の
執
行
（
聖
職
及
び
信
徒
の
創
造
を
含
む
）
 

、
 牧
会
的
 配
 

 
 

内
職
務
を
 

 
 

れ
の
代
表
 

 
 

は
 、
聖
書
、
 

 
 

で
あ
る
が
 

 
 

職
の
妥
当
 

 
 

有
し
、
 こ
 

 
 

と
 史
実
に
 

 
 

教
会
の
根
 

 
 

教
会
の
否
 

 
 

-
L
 
 

ヰ
ん
ト
ー
レ
 

Ⅰ
。
 

一
 "
 

 
 

論
は
正
 

 
 

よ
い
と
し
 

 
 

明
 さ
れ
な
 

 
 

と
し
て
の
 

 
 

質
的
聖
職
 

 
 

れ
な
く
 栢
 

 
 

職
 の
 源
な
 

 
 

い
 う
 け
れ
 

 
 

は
 相
対
的
 

二
七
 

序
 

 
 

占
 の
 一
 

 
 

位
置
を
占
 

研
究
報
告
 

 
 

す
る
な
ら
 

 
 

下
 る
こ
と
り
 

 
 

集
な
ど
に
 

 
 

や
 神
韻
 院
 

 
 

か
で
あ
 っ
 

 
 

は
 、
豊
国
 

 
 

滅
亡
し
だ
 

 
 

7
 
る
 占
に
あ
 

 
 

0
 本
地
仏
 

 
 

で
き
る
の
 

 
 

史
的
に
共
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
 創
唱
で
 

 
 

 
 

名
 づ
く
る
所
以
は
 
、
 実
は
こ
こ
に
 倖
 す
る
と
思
わ
れ
る
。
 

世
界
教
会
論
の
一
課
題
 

鈴
木
光
武
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な
 保
持
す
 

 
 

実
存
の
直
 

 
 

｜
 神学
と
哲
学
と
の
関
係
 ｜
 

鈴
木
康
治
 

 
 

問
い
を
 

 
 

～
 
-
 
）
の
 
ヨ
甲
 

 
 

沖
仙
り
 
a
p
o
-
 

一
 

 
 

根
拠
は
 、
 

 
 

-
 
ユ
町
に
・
 
あ
 

 
 

 
 

折
 即
ち
一
夫
 

 
 

へ
 
、
 
-
 
な
い
と
 

 
 

万
人
 祭
 

 
 

関
 と
の
 二
 

 
 

の
主
イ
ェ
 

 
 

圭
 Ⅱ
 
士
こ
 
-
 
・
の
。
 

へ
 

き
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

払
 ・
 
、
 
・
 
ノ
げ
 

 
 

制
 の
有
効
 

 
 

専
一
致
の
 

途
 へ
と
歩
む
べ
ぎ
で
あ
る
。
 

発 く ぬ の も と 
  

  

徒字 回存ホ関 
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関
口
 
真
大
 

 
 

特
に
人
 

 
 

小
見
性
戒
 

 
 

も
 -
 
て
れ
 が
 

知
ら
れ
よ
 う
 。
 

 
 

慧
可
 と
 

 
 

ぅ
 、
師
、
 

 
 

不
可
得
な
 

 
 

答
 で
あ
る
 

と
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

、
 従
っ
 

 
 

、
傍
心
妻
 

 
 

絶
観
 論
、
 

 
 

る
 小
の
曲
用
 

 
 

見
出
さ
れ
 

 
 

、
 徴
心
 、
 

 
 

心
 、
住
 

 
 

無
念
、
無
 

 
 

下
性
、
開
 

ぎ
 な
る
を
知
る
の
で
あ
ろ
う
。
）
 

禅
宗
に
於
け
る
心
の
間
 題
 

 
 

純
粋
 経
 

 
 

学
的
立
場
 

 
 

の
で
あ
る
 

 
 

的
 経
験
論
 

 
 

験
 に
お
い
 

て
 把
握
し
ょ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

も
の
の
 

 
 

あ
り
、
 主
 

 
 

こ
の
純
粋
 

高
木
き
よ
子
 

純
粋
経
験
と
宗
教
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

に
 多
少
 

 
 

は
 達
摩
 大
 

 
 

え
も
真
に
 

甚
だ
し
い
。
 

 
 

意
義
に
 

 
 

相
違
を
検
 

 
 

解
明
す
る
 

 
 

な
る
と
 考
 

ぇ
 ら
れ
る
。
 



 
 

間
の
日
常
 

の
 経
験
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

プ
ラ
グ
 

 
 

明
し
て
ゆ
 

 
 

で
の
西
洋
 

 
 

問
題
と
し
 

 
 

%
 
主
よ
 
｜
 、
 こ
 

 
 

音
 ナ
メ
、
 

-
 
Ⅰ
も
 
、
 

 
 

沌
拝
 

 
 

た
の
で
 は
 

舌
 
ば
い
。
 

 
 

/
.
 

ゴ
て
 

れ
竹
大
同
工
 

五
 

 
 

法
案
細
 め
 

 
 

の
ま
ま
の
 

 
 

る
 。
）
 -
 
れ
 

 
 

る
 。
諸
法
 

 
 

ん
と
す
る
 

 
 

世
界
に
 宗
 

 
 

も
の
を
 古
小
 

 
 

駅
 で
は
な
 

 
 

る
 。
斯
様
 

 
 

た
 仏
教
 思
 

 
 

時
に
 、
彼
 

 
 

そ
の
伝
統
 

三
 O
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

る
 。
 親

鸞
教
学
に
於
け
る
悪
の
間
 題
 

高
木
昭
 
良
 

 
 

ず
 ，
へ
き
 

 
 

面
か
ら
 考
 

 
 

る
 悪
の
問
 

 
 

論
 と
も
い
 

 
 

大
尾
娑
婆
 

 
 

成
唯
 

 
 

い
て
解
明
 

 
 

に
は
目
ら
 

 
 

を
も
つ
 親
 

 
 

味
 内
容
を
 

 
 

詩
的
に
い
 

 
 

の
 凡
夫
で
 

 
 

て
 救
済
さ
 

 
 

と
し
て
の
 

 
 

悪
 の
問
題
 

 
 

中
心
で
あ
る
 

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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チ
ャ
エ
 フ
は
現
世
及
び
歴
史
を
対
象
化
の
状
態
と
看
 

倣
 

身
 の
 外
 化
と
錯
乱
、
崩
壊
も
対
象
化
に
他
な
ら
な
い
と
 

う
 な
対
象
化
を
脱
却
し
、
人
間
を
真
に
解
放
す
る
こ
と
 

の
 念
願
で
あ
り
、
 
彼
 独
自
 の
 キ
リ
ス
ト
教
終
末
論
の
目
 

わ
れ
る
。
彼
は
対
象
化
脱
却
の
根
源
的
要
素
と
し
て
 

の
よ
う
に
 言
 -
 
フ
 。
「
自
由
 は
非
 ム
ロ
 
理
 的
で
、
何
物
に
よ
 

研
究
報
告
 

つ自 f 票こ考 し 
、
 更
に
 

，
え
ノ
 

の
。
 

。
 
ゲ
 
：
 彼
 
1
 

づ
 
 
 
Ⅰ
 
,
¥
@
 

@
 
つ
り
 

由
 を
あ
 

て
も
 規
 

ベ
ル
 ヂ
ヤ
エ
 フ
の
終
末
論
 田

口
貞
夫
 

 
 

つ
の
 見
 

 
 

定
こ
 よ
る
 

 
 

に
 罪
悪
的
 

 
 

悪
観
 並
び
 

 
 

ら
の
罪
悪
 

 
 

経
 」
「
 往
 

 
 

の
釈
頭
 が
 

 
 

あ
る
。
 し
 

 
 
 
 

鸞
の
 「
 
往
 

土
 教
の
 大
 

 
 

と
相
侯
つ
 

 
 

し
プ
 
。
 
-
 
そ
の
 

 
 

あ
る
。
 

一
一
一
一
 

 
 

共
に
自
由
 

 
 

神
人
キ
リ
 

 
 

が
 生
れ
 、
 

 
 

象
北
 よ
り
 

 
 

態
か
ら
 甦
 

 
 

る
 。
以
上
 

 
 

/
@
 
Ⅰ
 
ペ
ノ
ハ
 

Ⅳ
 
っ
 

 
 

神
学
的
解
 

 
 

る
 。
 @
 
て
 @
.
 

」
 

 
 

感
 よ
り
 出
 

 
 

獲
得
の
最
 

 
 

て
も
、
 彼
 

 
 

 
 

得
ら
れ
る
 

 
 

歴
史
に
お
 

 
 

色
は
 、
 -
 
ナ
、
 

 
 

史
と
ロ
シ
 

 
 

終
末
的
性
 

 
 

終
末
論
を
 

 
 

テ
 
（
自
由
 

 
 

救
済
の
み
 

 
 

 
 

じ
た
 点
 

 
 



 
 

し
た
人
 

 
 

固
有
宗
教
 

 
 

諸
氏
族
の
 

 
 

定
ま
り
、
 

 
 

 
 

 
 

赦
令
の
 制
 

定
は
国
民
的
宗
教
の
完
成
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

も
の
で
 

 
 

ら
ず
、
 そ
 

 
 

，
三
大
白
 

玉
を
 

神
と
す
る
観
念
が
加
わ
っ
た
ま
で
で
あ
る
。
 

 
 

隷
人
は
 

 
 

れ
が
天
地
 

ぁ
 め
っ
ち
 

 
 

る
が
、
 当
 

 
 

知
識
人
が
 

 
 

か
も
天
地
 

 
 

く
 だ
こ
 

 
 

ず
や
」
 

 
 

そ
 」
（
 巻
 

 
 天
地
の
神
 

１
枠
観
念
の
発
展
か
ら
見
て
ー
 

l
 

｜
 

竹
園
 
賢
了
 

断
食
に
つ
い
て
 

竹
中
 

断
食
は
宗
教
的
行
儀
と
し
て
は
可
成
り
普
遍
的
で
 

的
 随
伴
行
為
と
み
な
さ
れ
、
従
っ
て
そ
の
 
様
栢
は
極
 

残
し
、
こ
こ
に
は
こ
れ
を
理
論
的
に
整
理
す
る
た
め
 

断
た
れ
る
当
体
た
る
「
食
物
」
と
、
他
は
「
断
っ
」
 

に
 分
解
し
て
考
え
て
み
る
。
 

宗
教
（
特
に
儀
礼
）
に
お
い
て
食
物
は
、
一
方
で
 

浄
 と
す
る
場
合
と
、
他
方
に
は
祭
儀
の
食
物
を
聖
 
な
 

と
が
あ
る
。
そ
し
て
前
者
は
宗
教
行
事
に
際
し
て
は
 

信
常
 

あ
る
と
同
時
に
二
次
 

め
て
多
様
 七
 -
 
あ
る
。
 

に
原
理
的
に
 、
一
 は
 

と
い
う
行
為
自
体
と
 

は
日
常
的
食
物
を
不
 

る
も
ハ
り
レ
 

Ⅰ
す
る
 場
 ム
口
 

当
然
禁
止
さ
れ
、
 
ぃ
 

 
 

一
一
一
一
一
 

 
  
 

 
 

、
四
二
三
 

 
 

 
 

の
 如
く
 、
 

 
 

心
を
知
り
 

 
 

た
 。
こ
の
 

 
 

で
あ
り
、
 

 
 

葉
人
 が
思
 

 
 

を
捧
は
て
 

 
 

た
こ
と
も
 

 
 

即
ち
万
葉
 

 
 

の
 様
な
変
 

化
 、
進
歩
の
明
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
 



研 

究 

報 

生口 

 
 

忌
の
特
殊
 

 
 

ね
 、
日
常
 

 
 

び
て
い
る
 

 
 

と
な
る
。
 

 
 

リ
 、
日
本
 

 
 

フ
 行
為
に
 

 
 

者
に
食
物
 

 
 

わ
っ
て
 い
 

 
 

，
 
Q
 。
 た
 。
 
へ
 

 
 

の
で
、
 往
 

 
 

フ
レ
ー
ザ
 

 
 

だ
と
し
て
 

 
 

挙
げ
て
 ぃ
 

 
 

と
は
、
 逆
 

に
 、
聖
餐
の
事
例
に
も
み
ら
れ
る
。
 

 
 

れ
た
も
 

 
 

し
て
行
わ
 

 
 

が
 複
合
的
 

に
 発
展
し
て
行
っ
た
途
上
に
生
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

再
び
カ
ン
ト
の
根
元
悪
に
つ
い
て
 煕

   

道
  
 

舘
 

 
 

根
源
的
 

 
 

ら
人
な
が
 

 
 

白
 で
あ
る
 

 
 

 
 

か
悪
な
る
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

と
い
い
な
 

 
 

カ
ン
ト
は
 

 
 

途
 半
端
に
 

 
 

の
国
の
 

 
 

る
 。
 ふ
 「
 年
 

 
 

を
探
 ぐ
る
 

 
 

の
悪
の
所
 

 
 

 
 

出
 
で
は
な
 

 
 

 
 

あ
る
が
、
 

 
 

0
 目
白
煮
 

 
 

を
音
 ゅ
モ
心
す
 

 
 

現
成
し
た
 

 
 

 
 

原
初
的
な
 

 
 

 
 

飛
躍
的
 

一
一
一
一
一
一
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神
霊
 と
 人
と
の
 間
 

棚
瀬
褒
爾
 

 
 

る
と
 偲
 

 
 

は
人
間
に
 

 
 

の
 飛
躍
（
・
 
、
 

 
 

に
 ，
よ
っ
て
 

 
 

ム
叩
台
 の
 遵
 

 
 

奉
の
人
間
 

 
 

徳
 的
自
覚
 

 
 

千
 -
 
l
 
 

よ
、
ム
佃
 

Ⅰ
 @
 

 
 

カ
ン
ト
 

 
 

盾
 （
・
 

-
 
お
る
 

 
 

の
こ
と
（
 

 
 

あ
る
と
い
 

 
 

%
 
弘
と
・
 
な
巳
リ
 

 
 

と
は
 時
 」
に
 

 
 

宗
教
的
な
 

 
 

由
 と
同
時
 

 
 

服
 が
確
信
 

 
 

カ
ン
ト
の
 

根
元
悪
の
真
 栢
千
 -
 
お
る
。
 

 
  
 

三
四
 

 
 

 
 

る
 。
対
外
 

 
 

く
 宗
教
を
 

 
 

変
 ，
力
ん
，
 

0
 宗
 

 
 

こ
と
で
あ
 

 
 

本
り
取
で
あ
 

 
 

す
る
宗
教
 

を
き
 一
口
 

-
 
ソ
 。
 

 
 

と
 言
 う
 

 
 

、
こ
こ
で
 

 
 

を
 捉
え
ん
 

 
 

周
知
の
如
 

 
 

よ
り
も
、
 

 
 

0
 社
会
 関
 

 
 

応
 と
解
 す
 

 
 

の
み
が
 存
 

 
 

に
 水
平
 関
 

 
 

。
殊
に
 精
 

 
 

お
い
 /
.
-
 

扶
 

 
 

、
神
霊
も
 

 
 

社
会
関
係
 

 
 

、
有
情
者
 

 
 

。
そ
こ
に
 

 
 

供
物
の
種
 

 
 

理
解
し
得
 



即
 

の
 

込
沖
理
 

昭
  
 

田
中
 
慎
｜
 

 
 

㈲
 
媒
 

 
 

の
 論
理
で
 

 
 

い
 -
 
フ
 を
待
 

 
 

と
が
で
 エ
甘
 

 
 

、
縁
起
は
 

 
 

。
お
れ
で
 

 
 

で
も
あ
る
 

 
 

本
と
 雄
も
 

 
 

こ
れ
を
 現
 

 
 

り
 外
は
な
 

O
O
O
 

 
 

り
 、
そ
の
 

O
O
O
 

 
 

が
な
い
 

研
究
報
告
 

 
 

し
て
神
霊
 

を
 包
む
、
な
い
し
含
む
集
団
の
構
成
も
な
さ
れ
る
。
 

 
 

此
 に
 ょ
 

 
 

離
れ
た
 独
 

 
 

適
用
し
て
 

 
 

の
 関
係
で
 

あ
る
。
 

谷
口
隆
之
助
 

 
 

特
に
人
 

 
  
 

三
五
 

 
 

  ⅡⅡ一 Ⅱ㌧ ハ 上 には @ ・Ⅰ 人 二 l ム 、 は @ 白皮 に 、 - とし っ B つ賢 B 首をまあ 時合 で りは つ 二 力し よ、 o o 

ネ一 四 口 
";" 
  

主 
義 
と 

精神 

僚 
法 
的 
方 
法 
の 

閉 戸 
題 

  

っ 間日にに る 由 るなな起し 世つお 無 い 0 的 

非題タ 即がくないといこしし はおこがとらう 栢め界 由る ぱ個 てるのとな 。 現が 侮 

  
れを の 変 白を対で柑も る論 個 B に っ無無 であ l., 丈へ - ・ 論理ⅠⅠ 化し を否 肯定 立に あっ 即 が 可能 A 理で から は C 君 で 佃 て 龍 を 

  

  



  

  
  
げ全と験愛て 教 のルつと 心の現解る ら 
、 体い者 国あ ォ   
そ l ててお 一 ビ 

  れガ にとるも ぃ 而 り、 身こ @ ンド 

仏者古哲 且 しは 
つえで 学 つて   
て 、 あ 者 恩許 近 代印 得 ろ 人間る。 とし 想的 人 、 
れ 在役てに 哲度 
た 在は知 ュ 学の 

超の在ら 越力 来れ = l 者 、 産 ん玉 
的のの てク干た 
な全ョ いな 言 景 域 

先体 とを ヰ ガ ー るも 点者も は、 優 
と 対改は ョ l た と 境域に的 及 

  

実 へ と 振、 て 人の実誇負 で 深浅 卜 げ ろス らの 自 ス 台ら 解 
6 棟 ト 0 間 己 トが彼 さ １ 号 と り生 向 括 あ る体、 い者 一人 一題 々 小 不 中 と実を れ 
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か
し
の
 
a
c
 
一
 

 
 

存
在
が
 

 
 

そ
し
て
 最
 

 
 

が
、
 主
と
 

 
 

こ
れ
を
 

 
 

意
識
の
見
 

 
 

且
 つ
 万
有
 

 
 

で
こ
の
 全
 

 
 

象
 化
さ
れ
 

 
 

「
の
の
と
 
呼
 

 
 

コ
 ㏄
 
0
@
O
 

屈
の
 
@
 

 
 

の
の
の
か
ら
 

 
 

は
こ
の
世
 

 
 

は
 如
何
に
 

 
 

は
 
㌧
の
の
 

｜
 

 
 

自
己
創
造
 

 
 

々
の
意
識
 

 
 

合
 
（
 
例
え
 

 
 

様
だ
が
、
 

 
 

と
い
 下
 s
l
 

 
 

せ
の
 
）
 
せ
 Ⅰ
の
 
l
 

 
 

こ
と
が
 知
 

 
 

き
た
 n
o
 
干
 

 
 

ぎ
 Ⅰ
が
 こ
 

研
究
報
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る
 規
定
 

 
 

者
の
も
の
 

と
し
て
で
は
な
く
、
人
間
の
心
 
源
 を
た
た
く
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

ま
た
 修
 

 
 

項
目
と
し
 

 
 

ん
さ
く
に
 

 
 

れ
る
も
の
 

 
 

ゆ
く
と
い
 

 
 

修
道
者
 お
 

 
 

へ
 ぎ
人
間
 

 
 

 
 

 
 

は
 ね
 ぎ
 

 
 

て
る
。
 -
 
て
 

 
 

修
道
者
の
 

 
 

間
悪
 に
ね
 

 
 

悲
 を
行
 ず
 

 
 

 
 

か
れ
る
 

三
七
 

在
家
道
と
し
て
の
十
善
戒
 土

橋
秀
 
高
 

 
 



 
 

三
八
 

 
  
 

 
 

と
の
対
比
 

 
 

資
料
と
し
 

 
 

ン
ト
 参
 

 
 

神
話
資
料
 

 
 

打
 数
を
示
 

す
 ）
 

 
 

三
の
街
・
を
 

見
よ
）
 

 
 

 
 

㈹
 

弍
記
 日
天
目
 =
 
罷
 純
三
面
 之
撃
 風
化
手
冊
 旺
 
（
一
六
 セ
 ）
 

 
 

⑧
一
口
 田
裳
見
 足
尾
以
下
の
註
（
二
四
一
 
?
 二
四
二
）
 

 
 

 
 

 
 

レ
 
大
円
」
 

 
 

 
 

と
同
 

一
の
宣
命
体
資
料
を
漢
文
化
せ
る
も
の
で
あ
る
。
 

 
 

神
代
記
」
 

 
 

座
 押
縁
 

 
 

不
等
 +
.
 

ャ
 

 
 

仮
説
）
 

 
 

（
 
且
テ
仁
 

ニ
波
ハ
等
 ）
せ
ら
れ
、
 
自
 不
良
朝
後
期
を
さ
か
の
ぼ
り
得
ぬ
。
 

 
 

升
那
 （
 
甘
口
）
 

一
 

 
 

 
 

 
 

仏
教
的
 月
 

 
 

ァ
 -
 
功
利
 

 
 

な
の
 修
 

 
 

口
の
殻
に
 

 
 

の
と
な
 

 
 

 
 

ビ
な
 が
 

 
 

Ⅱ
利
 

｜
，
 
か
 
・
 と
 

 
 

ら
 功
利
 

 
 

豊
口
 
の
 -
 
枚
レ
 

 
 

、
さ
ら
 

に
広
，
 
。
、
 
下
 化
の
悲
用
に
廻
向
せ
し
め
ろ
も
の
（
・
、
あ
る
。
 

 
 

の
 原
初
 

か
ら
五
三
 
沫
笘
 
は
だ
展
開
す
る
：
 

日
本
神
話
の
研
究
 l
 １
住
吉
神
代
記
の
 

問
題
 

生
 ヌ
 

椿
 

 
 

一
仁
つ
い
 

 
 

の
が
、
 昭
 

 
 

ロ
大
社
 神
 

 
 

、
 紀
記
を
 

 
 

一
 た
る
 々
中
 

 
 

あ
る
 故
 



 
 

た
 部
分
も
 

語
 が
見
ら
れ
る
 事
 
（
法
隆
寺
縁
起
等
参
照
）
 

 
 

る
 立
場
か
 

 
 

の
 系
統
、
  

 

な
れ
ば
、
 

 
 

Ⅱ
 
，
ロ
、
 

，
、
 

ハ
 
）
 

 
 

に
す
ぎ
 ぬ
 

 
 

、
 
の
歌
）
 
乙
の
。
 

 
 

 
 

の
は
じ
め
の
方
に
こ
 

 
 

 
 

を
描
置
 す
る
こ
と
が
 可
 

 
 

の
事
象
を
 

 
 

と
回
 
む
 @
/
 
。
 

 
 

、
神
代
史
 

神
話
表
現
と
宗
教
思
想
 

 
 

話
 解
釈
の
 

試
み
な
の
で
あ
る
。
 

戸
田
義
雄
 

 
 

ト
ノ
ジ
 

 
 

 
 

、
妹
 ア
ヤ
カ
シ
コ
ネ
 ノ
 

 
 

士
が
、
同
 

 
 

て
い
る
。
 

 
 

 
 

を
物
語
っ
て
い
る
。
従
 っ
 

 
 

 
 

聯
関
を
も
つ
て
理
解
せ
ら
 

 
 

 
 

土
神
は
、
 人
態
性
 を
も
つ
 

 
 

 
 

接
続
す
る
神
話
の
思
想
的
 

 
 

 
 

関
係
あ
る
 或
 種
の
事
象
の
 

 
 

 
 

 
 

 
 

、
 然
も
 

 
 

、
 「
，
 

紀
 」
  

 

、
 巻
五
 、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
シ
コ
ネ
工
専
 は
 つ
い
 

 
 

 
 

て
 重
要
な
記
録
と
し
て
 浮
 
 
 
2
0
 

三
九
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如
来
蔵
思
想
に
於
け
る
一
問
題
 

豊
原
大
成
 

 
 

括
し
て
 

 
 

い
て
は
、
 

 
 

い
 。
然
る
 

 
 

想
 を
ば
 、
 

 
 

ら
る
る
 

ん
で
く
る
。
 

 
 

未
ニ
歩
兵
 

 
 

慢
板
者
、
 

 
 

ノ
 神
は
 、
 

 
 

%
0
 対
象
 

 
 

は
も
っ
て
 

 
 

の
神
に
至
 

 
 

力
く
 

 
 

コ
 ・
解
釈
 

 
 

フ
に
 解
釈
 

 
 

ナ
 ・
 
ギ
、
イ
 

 
 

と
ら
え
ら
 

 
 

分
 に
も
 尚
 

 
 

て
 申
述
べ
 

た
 ま
て
で
あ
る
。
 

 
 

事
は
恐
ら
 

 
 

は
 注
目
に
 

値
す
る
。
 

 
 

主
張
す
 

 
 

真
諦
・
 浄
 

 
 

も
 考
え
 

 
 

耶
誠
 で
あ
 

 
 

的
に
は
 異
 

 
 

は
 、
如
来
 

 
 

、
 直
ち
に
 

 
 

は
 本
性
 清
 

 
 

の
曲
Ⅱ
 

コ
ハ
 
-
 
い
 
@
 

 
 

如
 
（
 
2
 丁
 

 
 

の
と
さ
れ
 

 
 

の
ま
ま
 宝
 

 
 

栢
当
す
 

 
 

無
垢
真
如
 

 
 

る
の
で
あ
 

 
 

方
は
妥
当
 

 
 

合
 し
得
な
 

 
 

よ
、
 

ナ
 L
 し
 。
 

 
 

任
苗
ぁ
 

柵
の
 

 
 

冊
の
理
解
 

 
 

に
は
 阿
梨
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シ
ナ
 
に
於
け
る
禅
宗
の
成
立
と
そ
の
展
開
 

１
１
慧
可
大
師
を
中
心
と
し
て
 
｜
｜
 

 
  
 

中
 

 
 

孝
 

 
 

禅
 仝
不
の
 

 
 

至
っ
た
の
 

 
 

労
神
 ム
 互
は
 

 
 

貢
調
に
よ
 

 
 

し
た
。
 伏
 

 
 

が
あ
る
。
 

 
 

考
え
、
 更
 

 
 

し
 
L
 の
 m
 心
柄
 
旭
 

の
 繋
が
り
を
見
、
南
宗
是
是
非
論
の
当
否
を
検
し
た
。
 

 
 

に
 当
つ
 

 
 

っ
 た
で
あ
 

 
 

る
 特
質
を
 

 
 

る
が
、
 単
 

 
 

の
略
 序
に
 

 
 

達
摩
の
法
 

 
 

継
承
 す
 る
 

 
 

は
こ
こ
に
 

研
究
報
告
 

 
 

如
来
蔵
な
 

 
 

あ
る
。
 

禅 をに小守を師のがそ 選後学覚 あ 

  

系樹 者に 祖便 道楽人 情 の 基宿 、 禅 
で 立が ょ は 法安 の 祖後 柱礎願意 を 
あ し 生り こ 門 心思禅の釈をの 仏シ 

  

想 、 目 及が 頓丘 に 見を的 達 可 いも二 

  

見 用 
ら へ い こ 

れプ ら こ 
る ルれで 概 新 
。 書 ては 苓 J 亡コ " 約 
こ二い問 の曲 章 一かを る 顕 こつ に 4 焚 
二 ①を 限 い け 
轄 師兄 つ て る 
寓はろて ト 、   途 「 

」 
中     ホ 

  ズ の お ド 

ム ミ い )@i ヌ、 

古句 宙 -       ） 
  

の 

概秀 」の 

ム巴     
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む
し
ろ
 

 
 

達
 と
解
 す
 

 
 

自
ら
の
 

 
 

の
 救
済
論
 

的
 役
割
を
現
す
こ
と
に
な
る
。
 

 
 

克
 さ
れ
 

 
 

ら
れ
 プ
 

 
 

 
 

で
ネ
 
め
 ィ
 
の
。
 

 
 

"
@
 

 
 

の
 源
で
あ
 

る
 （
五
・
九
参
照
）
。
 

 
 

る
 途
と
 

 
 

0
 章
二
 0
 

 
 

田
付
㏄
 

コ
ヲ
 
の
 レ
 

 
 

は
神
と
人
 

 
 

 
 

一
四
）
 
イ
、
 

）
 

 
 

。
イ
ェ
ス
 

 
 

 
 

O
 ヨ
が
 

 
 

重
の
意
味
 

 
 

ら
れ
る
 ど
 

 
 

ら
れ
て
 ぃ
  

 

特
徴
的
に
 

 
 

ね
 」
 、
し
 

 
 

 
 

は
 、
素
材
 

 
 

の
 意
味
 

 
 

 
 

死
海
詩
篇
に
お
け
る
人
間
 中

沢
 
沿
樹
 

 
 

の
文
 

 
 

団
の
組
織
 

 
 

謝
の
歌
」
 

 
 

（
の
の
Ⅰ
 

リ
 ガ
 ゴ
 

 
 

 
 

的
に
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
 

 
 

水
 に
て
 

 
 

し
い
 途
 ・
 
を
 

ひ
ら
い
た
。
 

0
9
 

四
二
 

 
 

も
の
で
 ょ
 め
る
。
 

 
 

ィ
 
0
0
 

 
 

 
 

し
い
）
 途
 

せ
い
ら
く
先
達
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

の
 た
た
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）
 
1
 
し
、
 
-
.
 

@
W
 

郭
 
ハ
 

 
 

ら
れ
る
。
 

 
 

ッ
ト
 
ー
の
 

 
 

程
度
に
意
 

 
 
 
 

 
 

ち
 、
わ
が
 

 
 

 
 

物
的
無
価
 

 
 

を
 
認
め
ざ
 

る
を
得
な
い
。
 

 
 

明
ら
か
 

 
 

）
㏄
Ⅰ
 

宙
 
㏄
 
笘
｜
 

 
 

四
の
 

二
九
等
。
 

㈲
前
掲
 
書
 三
の
 
ゼ
 。
 

 
 

 
 

 
 

ぜ
 く
三
 

コ
 
-
z
 
の
 
毛
ヱ
笘
 

く
の
 

コ
 ）
の
の
 

P
.
 

三
 ・
Ⅹ
Ⅱ
 

一
，
の
 

（
 

 
 

的
な
変
 

 
 

 
 

 
 

と
、
 新
し
 

 
 

八
幡
 と
彦
 

山
 修
験
の
伝
播
の
間
に
み
た
い
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

 
 

「
上
古
 

 
 

末
派
 之
 

 
 

首
功
が
あ
 

 
 

ゼ
 重
四
方
 

 
 

と
い
 -
 
コ
 

 
 

の
は
八
幡
 

信
仰
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

ノ
リ
 

榛
俺
ノ
 

-
 
Ⅰ
 

 
 

れ
る
。
 勿
 

 
 

豊
後
に
入
 

 
 

播
 さ
れ
 地
 

域
 的
に
は
主
と
し
て
宇
佐
荘
園
以
外
の
地
域
で
あ
る
。
 

 
 

を
み
る
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神
社
信
仰
伝
播
の
地
縁
的
碁
盤
 

１
１
英
彦
山
修
験
と
宇
佐
八
幡
の
関
係
 

中
野
 
幡
 

  



現
代
中
国
の
仏
教
思
想
 

申
濃
教
篤
 

 
 

は
 「
 仏
 

 
 

な
 お
 き
、
 

 
 

を
 中
心
に
 

 
 

ァ
 
・
 
-
 
の
役
割
 

 
 

徒
の
研
究
 

 
 

、
「
現
代
休
 

 
 

の
方
向
を
 

探
る
こ
と
に
す
 
-
 
0
 
・
 。
 

 
 

つ
、
こ
 

Ⅰ
 ヰ
 
Ⅱ
 

 
 

あ
っ
た
 観
 

 
 

六
 、
文
化
 

 
 

 
 

 
 

布
 と
一
致
 

 
 

時
代
に
始
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

に
あ
っ
 

 
 

下
る
に
つ
 

 
 

が
 宇
佐
 八
 

 
 

が
あ
る
。
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四
四
 

 
 

や
 経
験
論
 

か
ら
清
め
た
い
と
い
う
意
味
で
書
か
れ
た
論
文
が
多
い
。
 

 
 

も
に
 解
 

 
 

徒
の
大
い
 

 
 

の
の
 

 
 

純
粋
の
 

 
 

現
象
の
実
 

 
 

い
 」
と
 指
 

 
 

経
験
主
義
 

 
 

か
を
研
究
 

 
 

と
し
た
。
 

 
 

化
し
た
 

仏
教
理
論
を
と
り
の
 
@
 
て
く
努
力
も
な
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

不
知
 選
 

 
 

論
ぜ
ら
れ
 

 
 

「
潰
散
，
 
ど
 

 
 

る
 「
こ
れ
 

 
 

ニ
ズ
ム
ハ
リ
 

否
定
と
な
る
。
し
か
し
総
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
 

 
 

て
い
な
 

 
 
 
 

 
 

の
 関
連
 

を
 生
か
す
方
向
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
。
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て
専
 社
 

 
 

リ
 、
 蚊
馬
 

 
 

沢
手
寺
岡
 

 
 

神
社
は
も
 

 
 

鐘
楼
が
あ
 

 
 

は
 将
軍
・
 
地
 

蔵
を
祀
る
。
 

 
 

か
、
幸
 

 
 

を
も
っ
 社
 

 
 

 
 

末
 習
合
相
の
若
干
を
窺
い
得
る
。
 

 
 

 
 

 
 

、
養
沢
・
 

 
 

者
は
と
も
 

 
 

堂
宇
や
仏
 

 
 

校
や
公
民
 

 
 

で
あ
る
。
 

多
摩
仏
教
習
俗
調
査
中
間
報
告
 

A
 
 秋
川
 蹊
 杏
に
於
け
る
神
仏
の
習
合
と
 

分
離
 

中
村
康
隆
 
 
 

あ
 @
 Ⅹ
 

 
 

神
仏
分
離
 

 
 

。
 扶
 る
に
 

 
 

て
 神
葬
祭
 

 
 

村
内
西
 蓮
 

四
五
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加
藤
章
一
 

B
 
 盗
掘
谷
の
宗
教
生
活
 

 
 

無
住
 め
 

 
 

た
心
的
 動
 

 
 

る
 経
済
的
 

 
 

理
由
な
ど
が
主
因
と
見
ら
れ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

等
も
 見
出
 

若
し
 /
 、
は
 

と
は
 当
吠
 

、
廃
仏
 

 
 

で
い
る
の
 

 
 

本
報
告
は
 

 
 

の
 一
部
で
 

あ
る
）
 



 
 

永
続
保
存
 

 
 

成
度
候
 

 
 

出
し
、
 再
 

 
 

戸
数
五
十
 

 
 

仏
葬
祭
を
 

 
 

 
 

 
 

新
制
一
仝
 

小
 抄
か
 

へ
の
関
心
等
に
つ
い
Ⅰ
調
査
し
て
 
入
 

 
 

ィ
 
テ
フ
 

Ⅱ
 牙
牙
 
L
 

 
 

フ
ち
 結
局
 

 
 

神
 
r
 士
 
請
文
 

。
 ，
 
・
 呑
 
，
，
 

 
 

仏
教
的
影
 

 
 

に
 裏
の
方
 

 
 

升
 
Ⅰ
 
汀
 ・
 
り
 

 
 

初
 三
年
 

 
 

し
 屋
敷
神
 

 
 

の
ま
ま
の
 

 
 

、
馬
頭
 観
 

 
 

や
ん
 ぶ
し
 

 
 

改
め
て
 奉
 

  

 
 

多
少
 強
 

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
 

 
 

主
 と
し
 

 
 

と
し
ダ
 ・
 
-
 
清
 

 
 

度
 の
た
め
 

 
 

と
 思
わ
れ
 

 
 

世
界
に
 柏
 

 
 

千
 -
 
は
 詳
細
 

 
 

 
 

ィ
 
・
 
-
 
は
 、
十
分
選
日
 ゅ
 
し
な
か
つ
た
様
に
見
え
る
，
 

 
 

 
 

 
 

の
海
 印
三
 

 
 

-
 
説
か
れ
 

 
 

は
 一
段
低
 

い
 立
場
を
示
ナ
話
と
し
 
プ
 
」
扱
わ
れ
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
 

 
 

山
 々

 世
 

 
 

し
た
一
乗
 

 
 

釈
論
や
そ
 

 
 

ら
れ
て
 ぃ
 

 
 

調
査
 

報
告
の
一
部
で
あ
る
）
 

後
得
智
と
賢
首
大
師
 

長
尾
雅
人
 

四     
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亡
し
ニ
ュ
Ⅱ
 

ナ
ト
 

 
 

特
に
他
 力
 

 
 

繭
 を
お
・
 
み
 

 
 

し
 …
：
」
 

 
 

m
 じ
音
蘇
の
 

 
 

の
子
 
@
 
山
 
め
 五
つ
 

 
 

系
の
帰
結
 

 
 

法
然
に
例
 

 
 

を
選
び
と
 

研
究
報
告
 

 
 

智
が
 、
時
 

 
 

 
 

 
 

共
訳
）
で
 

 
 

 
 

殊
 し
そ
の
 

 
 

で
 小
め
 
7
.
 

の
。
 

 
 

ら
 向
上
的
 

 
 

に
基
 く
も
 

 
 

五
十
周
年
 

 
 

若
干
の
疑
 

 
 

一
遍
に
於
け
る
宗
教
論
理
 住

戸
田
六
三
郎
 

  

四
セ
 

 
 

の
 論
証
 過
 

 
 

宇
 称
名
ば
 

 
 

か
か
る
 

 
 

ず
 、
そ
の
 

 
 

人
間
実
存
 

 
 

が
 信
行
 ょ
 

 
 

る
 過
程
は
 

 
 

。
一
白
晃
一
一
一
一
口
一
一
一
 

 
 

象
徴
的
な
 

 
 

干
 性
格
を
 

 
 

盾
 す
る
と
 

 
 

れ
 自
体
の
 

 
 

名
 の
 超
め
却
 

 
 

に
 端
的
に
 

 
 

の
 規
定
に
 

 
 

な
が
ら
 独
 

 
 

さ
な
か
っ
 

 
 

似
を
懲
じ
 

 
 

。
以
上
は
 

早
な
る
試
論
に
過
ぎ
な
い
。
 

 
 
 
 
 
 



 
 

つ
る
 業
 

 
 

念
 化
し
て
 

 
 

牙
フ
 

 
 

ら
、
 仏
を
 

 
 

時
の
人
 こ
 

れ
が
渡
せ
る
と
し
た
維
摩
詰
の
言
葉
と
同
趣
意
で
あ
る
。
 

 
 

見
る
 、
 

 
 

如
く
維
摩
 

 
 

は
 イ
ン
ド
 

 
 

流
伝
に
明
 

 
 

た
 。
然
し
 

 
 

-
 
つ
 @
 
フ
 -
 
り
 

 
 

て
｜
 

キ
ム
ト
 
@
 

O
O
 

 
 

浄
 、
帯
甲
」
 

肝
月
 

 
 

す
る
論
文
 

O
O
0
 

 
 

由
来
す
る
 

 
 

斬
 れ
如
来
 

 
 

丑
技
は
 つ
い
 

て
 間
然
す
る
所
が
な
い
。
 

浄
土
論
お
よ
び
浄
土
論
 詰
と
 維
摩
経
と
の
 

関
係
に
つ
い
で
 

橋
本
芳
契
 

女
人
禁
制
 

原
田
敏
明
 

 
 

出
 、
金
 

 
 

ろ
は
 寺
 （
。
 

-
 

 
 

む
が
、
 し
 

 
 

て
も
大
い
 

 
 

、
死
人
を
 

四
八
 

 
 

、
浄
土
 

 
 

。
 註
 ・
初
に
 

 
 

払
柵
出
ネ
 

上
に
 
-
 
・
の
 

 
 

ヰ
 」
・
 

ゲ
 
-
 
の
十
 

0
O
 

 
 

キ
魂
 拓
地
 

 
 

（
十
善
 

 
 

言
 は
か
く
 

 
 

も
 
（
正
法
 

 
 

直
接
す
る
 

 
 

る
 所
を
的
 

 
 

は
 一
般
 と
 

 
 

維
摩
（
 観
 

 
 

は
 太
子
 維
 

 
 

よ
 -
,
 

ノ
り
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た
 。
ま
た
 

 
 

荻
生
活
を
 

 
 

で
は
な
か
 

つ
ム
 
に
・
 

り
 

 
 

、
生
活
 

 
 

・
れ
を
 
忌
 

 
 

生
活
に
は
 

 
 

ィ
、
 
見
る
と
 

 
 

だ
け
り
 
千
 -
 
め
 が
 

 
 

と
な
っ
て
 

 
 

は
多
 Ⅰ
 、
は
 

 
 

で
、
旧
任
 

 
 

ま
な
い
こ
 

 
 

福
 寺
の
 訴
 

状
 、
山
門
の
訴
状
、
野
守
鏡
な
ど
参
照
）
。
 

 
 

た
め
に
 

 
 

も
の
で
あ
 

 
 

た
め
に
 宗
 

 
 

な
り
、
 

つ
 共
同
的
で
な
く
し
て
む
し
ろ
私
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
ろ
そ
れ
 

仏
教
に
お
 

 
 

て
こ
 千
、
 
み
ス
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D
.
C
.
 

ホ
ル
ト
ム
に
現
れ
た
 
カ
ミ
 の
 

観
念
 

平
井
直
属
 

 
 

し
た
り
 

 
 

ア
の
 

 
 

ナ
 

@
 

 
 

て
の
結
論
 

 
 

神
道
概
説
 

書
 に
至
る
ま
て
一
貫
し
て
い
る
。
 

 
 

に
関
ず
 

 
 

秘
 畏
敬
 不
 

 
 

 
 

 
 

ら
 説
 き
 

 
 

徴
的
 表
現
 

 
 

一
智
氏
 
）
。
 

 
 

て
の
概
念
 

 
 

ン
忙
寸
 
@
 
卜
 

 
 

に
ム
 
）
 こ
 ル
円
 

以
 

 
 

教
 的
情
操
 

に
 根
ざ
す
術
語
で
あ
っ
た
と
い
う
。
 

口
元
 

 
 

十
ト
こ
、
 

@
 
Ⅰ
Ⅰ
 
Ⅹ
 
-
 Ⅰ
 

 
 
 
 



 
 

 
 

  
の 家 
区徴 
万り 槍 

せョヴ であ 

O@ の 
  
何 の 

が研 て 。 九 力い 
れ で 
に   
該常 当 
- ケ問 の几二ト ィ目 五‥   
ム --- の こ - よ @   
- 窩 義 。 D 

で - 、 @ l 、 よ 

あ ; 己 号 
  
  
  
      

考さ 理におで三目 では十に二の 

  

平 

野 

王   
手 

固   
も 残の味も葉其彼 。 。 義巳 拘 る 応 

 
  
 

五
 O
 

 
 

 
 

大
成
す
る
 

 
 

一
 、
人
間
 

 
 

二
れ
山
城
 
限
 

 
 

る
こ
と
 

 
 

よ
 、
文
化
 

 
 

と
な
ら
、
 

 
 

究
の
共
同
 

 
 

間
 に
常
に
 

 
 

正
に
㍉
 
女
当
 

 
 

解
 き
ほ
二
 

 
 

細
首
せ
て
 

 
 

文
化
を
構
成
し
 
プ
 -
 い
る
か
Ⅰ
 と
い
 ・
三
上
糊
地
か
得
ら
れ
る
。
 

 
 

ム
ロ
 
せ
 を
 

 
 

ち
向
ぅ
表
 

 
 

、
 -
 
て
れ
迄
 

 
 

と
い
 

 
 

か
ら
比
較
 

 
 

行
ノ
、
は
 
か
 

 
 

占
め
得
る
 

も
の
と
考
え
る
。
 

 
 

の
 一
の
 
コ
 0
 の
 "
 

 
 

Ⅰ
 
コ
の
ヱ
 

l
 

 
 

毛
打
 ア
 

 
 

題
 
「
 象
 



ヤ
ス
ペ
ル
ス
の
神
に
つ
い
て
 

深
谷
忠
致
 

 
 

ロ
 
@
 
で
す
 
ぺ
 
Ⅰ
 

 
 

ら
神
へ
の
 

 
 

め
る
役
割
 

 
 

れ
を
成
立
 

 
 

全
休
 を
色
 

 
 

者
が
超
在
 

 
 

れ
が
要
求
 

 
 

と
名
づ
 け
 

 
 

と
か
、
 世
 

 
 

り
あ
い
を
 

 
 

た
 超
在
で
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二
の
の
に
 

 
 

し
れ
も
 

選
 ョ
プ
。
 
諒
と
 呼
ば
れ
 ォ
 
、
至
当
。
 

 
 

普
 ：
摘
出
 

し
 得
る
か
に
お
る
。
 

徴
 」
に
関
す
る
会
議
録
な
ど
に
顕
著
。
 

 
 

田
 の
 肚
 Ⅱ
 

 
 

 
 

二
ロ
 笘
一
 

五
一
 

か べ 性 と り もるは 象 る よを な教 げをてと神はお 
  

 
 

、
後
者
 

 
 

る
 時
、
 

 
 

い
 う
こ
 

 
 

 
 

も
 隠
れ
 

 
 

る
 暗
号
 

 
 

間
 に
お
 

 
 

彼
の
～
一
下
 

 
 

誠
 で
は
 

 
 

は
 真
理
 

 
 

。
一
の
 

 
 

者
で
あ
 

 
 

神
 が
現
 

 
 

の
 救
い
 

、
 神
の
存
在
に
付
す
る
信
仰
に
」
 士
る
 安
目
方
 屈
 す
の
で
あ
り
、
 
哲
学
す
 

 
 

か
、
而
 

 
 

論
 で
あ
 

 
 

・
 
/
 こ
 

 
 

非
合
理
 

 
 

も
い
 
-
 
フ
 

 
 

あ
ろ
う
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べと今家はよるるか き多のしど う " ころ い る壊 素は精る " 舎 。 され け（し 特か平 

  平家 あ るるに す」は " る ぅ しれる " ）。 」 旺 立 巳 、 ろ 。 る・ /- 阿 が 声」 人 ） ぬ - 殆 のに つ 
3 手お何かそい 一 す即 ぞい ど も 」 言寿こんⅠ   

真手 如 文Ⅱ百日 

  
。 それとる る お 「 平 関係 L, ん 。 であ ス 亡し 。 - ・、・ 生のはな プ え ， ・ ・ 宅 一 ， 祇園 し F. 児童 敦史 ， 

平 
家 
物 
sE B.a 
の 

ィム 

教 
史 
的 
考 
察 ，、 

福
富
啓
奏
 

 
 

の
 へ
 ン
 

 
 

れ
ら
二
 つ
 

 
 

ヤ
る
 者
に
 

 
 

説
く
者
に
 

 
 

が
い
る
。
 

何
れ
が
正
当
で
あ
る
 

 
 

料
 と
し
 

 
 

て
は
 由
 

 
 

る
 」
と
い
う
 

 
 

コ
 %
 
臣
ヨ
 Ⅰ
 

 
 

史
的
な
 

 
 

あ
る
。
 

 
 

さ
れ
る
。
 

 
 

村
長
原
作
 

 
 

柄
 、
当
時
 

 
 

本
の
作
者
 

 
 

家
 」
は
 、
 

 
 

際
 、
聖
覚
 

の
 存
在
と
平
家
勘
文
銭
 の
 記
載
が
注
意
さ
れ
る
。
 

-
 

ヘ
テ
ロ
の
信
仰
特
質
 

五     
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滅
 し
て
い
 

 
 

音
書
の
 に
 

 
 

じ
て
伝
承
 

 
 

容
 を
な
し
 

 
 

あ
る
（
 レ
 

 
 

 
 

 
 

か
原
始
 福
 

土
日
 
圭
百
と
批
 

℡
主
上
十
 

ご
た
仙
る
 

。
 

 
 

に
 対
す
 

 
 

の
 如
く
 師
 

 
 

含
ま
れ
て
 

 
 

十
字
架
は
 

 
 

コ
 は
行
伍
 

 
 

下
々
冗
 
八
万
 
で
 

 
 

ア
ロ
の
 イ
 

 
 

シ
ア
と
信
 

 
 

ペ
テ
ロ
の
 

 
 

普
遍
主
義
 

 
 

ね
の
救
済
 

 
 

再
臨
を
信
 

 
 

あ
る
。
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  な にに さ 側の因の磨 

  

  
  
く にを因て 種 、 わ 岩尾修こに き のにを 豊要 

  

阿 
毘 

達 
磨   

因 
果 
議 一 Ⅰ 一 一 す色 

成 
""" ユ   

福 の 
  
ソ弓、 

原 
義 

亮 

厳 



 
 

基
盤
と
考
 

ん
 ら
れ
る
が
、
之
に
関
し
て
は
別
の
機
会
に
述
べ
た
い
。
 

へ
｜
 ゲ
ル
に
お
け
る
新
教
肯
定
の
過
程
と
 

論
理
 

藤
田
富
雄
 

 
 

育
ち
、
 

 
 

変
え
な
か
 

 
 

階
 ・
を
 
へ
 ・
 
な
 

 
 

に
 新
教
を
 

 
 

エ
ル
ハ
ッ
 

 
 

不
発
表
の
 

土
日
串
田
（
 

-
%
 
め
 サ
 
0
 。
 

 
 

キ
リ
ス
 

 
 

的
 非
民
族
 

 
 

故
 、
断
で
 

 
 

立
で
Ⅰ
 ス
 

 
 

異
体
と
し
 

 
 

満
業
を
、
 

 
 

 
 

 
 

命
は
改
め
 

 
 

属
性
を
示
 

 
 

起
の
十
一
 

五
四
 

 
 

人
倫
の
体
 

 
 

る
が
、
 や
 

 
 

に
 否
定
さ
 

 
 

待
望
き
れ
 

 
 

現
さ
れ
な
 

 
 

、
超
民
族
 

 
 

ノ
し
 
@
 

 
 

デ
ィ
ー
」
 

 
 

じ
る
不
自
 

 
 

る
の
に
 対
 

 
 

め
る
新
教
 

 
 

別
性
 の
 原
 

 
 

 
 

 
 

け
る
神
性
 

 
 

教
 と
の
 和
 

 
 

で
あ
る
。
 

 
 

ス
ト
教
の
 

 
 

解
 で
あ
る
 

 
 

ル
ク
ス
 主
 

義
の
生
れ
る
心
殊
 
性
 が
お
っ
た
の
で
あ
る
。
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英
国
の
神
お
ろ
し
 

宗
教
教
育
の
立
場
に
依
る
 

 
 

ク
ス
 

マ
ギ
イ
と
 カ
テ
ィ
姉
妹
が
い
た
。
 

 
 

つ
 耳
 
Ⅱ
 
L
 

 
 

よ
り
は
地
目
 

通
 

 
 

ぅ
 時
の
罵
 

 
 

に
は
意
味
 

 
 

，
く
 

Ⅰ
土
日
 

心
味
 
、
 

 
 

が
千
 -
 
ぎ
上
 

 
 

仮
 げ
ら
れ
 

る
内
、
拙
て
二
人
は
巫
女
に
な
っ
て
し
ま
う
た
。
 

 
 

湘
に
発
 

 
 

展
 し
て
有
名
に
な
っ
た
。
二
人
の
神
懸
り
姿
で
、
呪
の
言
 、
 
づ
 Ⅰ
 臣
之
 

 
 

七
 
、
何
か
 
蕾
 

 
 

三
 
%
 マ
勺
 
沢
て
 

-
 
｜
 

あ
る
。
 

 
 

た
と
 告
 

 
 

し
か
英
国
 

 
 

リ
 、
日
本
 

 
 

者
の
間
に
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ア -  りと 又 L     、                 

  悲 か い 

  



 
 

（
東
北
地
 

方
 ）
。
英
国
の
例
話
を
掲
げ
る
：
 

 
 

の
一
神
 

お
 
ろ
 

 
 

安
 ・
 
か
 
-
 
観
、
 

 
 

@
 
り
 -
 
フ
 。
 

 
 

か
し
で
あ
 

 
 

も
 、
 悦
惚
 

 
 

げ
れ
ば
な
 

 
 

し
て
も
、
 

 
 

る
謀
つ
 -
 
あ
 

 
 

。
部
屋
 巫
 

 
 

 
 

 
 

来
 -
Q
 
 

で
 +
 
め
 

 
 

ず
と
生
ず
 

る
で
あ
ろ
う
。
人
情
の
弱
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

ほ
 つ
い
 

 
 

の
ぺ
と
い
 

 
 

る
 。
 ム
 
「
 日
 

て
い
る
。
 

 
 

認
め
ら
れ
 

 
 

+
 
よ
 久
子
田
 

@
 
榛
 

・
 -
.
.
x
 

い
月
 

 
 

区
別
を
 

 
 

 
 

 
 

よ
 う
と
し
 

安
鎮
法
に
つ
い
て
 

三
崎
良
周
 

 
 

法
 に
つ
 

 
 

化
さ
れ
た
 

 
 

り
 上
げ
て
 

み
た
い
。
 

 
 

訳
 と
な
 

 
 

 
 

五
 Ⅰ
 
ハ
 

 
 

得
ら
れ
な
 

 
 

事
 が
お
る
 

 
 

し
の
仲
間
 

 
 

、
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

英
国
人
に
 

 
 

な
 人
々
も
 

 
 

わ
 は
吐
小
い
払
 

り
 

 
 

 
 

 
 

が
わ
か
る
 

 
 

ぎ
 自
己
も
 

 
 

育
の
必
要
 

は
 -
 
て
こ
に
あ
る
訳
で
あ
る
。
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が
 れ
て
い
 

 
 

法
 に
当
 る
 

 
 

と
や
、
 @
 
て
 

 
 

と
 見
る
・
を
 

 
 

当
 で
あ
 -
.
 

っ
 

 
 

と
こ
ろ
て
 

 
 

叡
 と
の
 二
 

 
 

節
録
に
は
 

 
 

撰
人
名
は
 

 
 

も
あ
り
、
 

 
 

と
に
な
ろ
 

 
 

 
 

つ
ム
 
に
の
 

 
 

。
そ
れ
は
 

 
 

と
に
よ
 つ
 

 
 

る
 。
し
か
 

 
 

の
で
あ
ろ
 

 
 

し
た
形
を
 

 
 

聖
蕊
一
動
尊
 

 
 

あ
り
、
 ま
 

 
 

不
動
鎮
 宅
 

 
 

、
 七
 ・
了
一
一
 

 
 

も
に
、
 七
 

 
 

等
の
諸
神
 

研
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亡 しむ 百 思っか 3, を 

0 位なれ 時ざ彼客げ   

カ 
ン 

@ 

の 
  

ホ教 

哲 
学 
の 
  

考 
集 ，、 
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が
あ
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
 



 
 

 
 

 
 

永
遠
不
滅
 

 
 

、
仏
教
の
 

 
 

か
か
る
 批
 

 
 

0
 
 
日
量
 評
 

 
 

（
目
リ
 
コ
 0
 
一
 

 
 

註
 二
八
四
 

宮
坂
 
宥
勝
 

対
す
る
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
批
判
 

ミ
ー
マ
ー
ン
サ
ー
学
派
の
ヴ
ェ
ー
ダ
観
に
 

 
 

解
 が
取
 

 
 

 
 

 
 

様
な
 、
正
 

 
 

二
の
 

 
 

に
 様
に
 巴
 

 
 

か
 
り
目
は
 

 
 

で
は
な
い
 

 
 

し
て
既
に
 

 
 

ワ
 老
巧
 

 
 

 
 

 
 

 
 

な
 問
題
に
 

直
面
し
っ
 
っ
 私
は
一
先
ず
筆
を
欄
い
た
。
 

五
八
 

｜
 三
三
九
頭
）
が
、
当
面
の
箇
所
で
お
る
。
 

 
 

 
 

ば
、
水
せ
 

庄
の
 

ゎ
ち
超
 

 
 

で
 キ
め
 
-
Q
 
 

。
 

 
 

m
@
 

四
五
 
：
 

 
 

れ
る
。
㈲
 

 
 

の
 考
察
。
 

 
 

と
す
る
。
 

 
 

ま
ず
 

 
 

ロ
 
+
 、
、
へ
 

１
％
 

 
 

す
る
た
め
 

 
 

ま
た
 第
 

 
 

」
と
あ
る
 

 
 

す
 。
さ
ら
 

 
 

中
論
 L
 に
 

 
 

コ
ヲ
 
の
曲
 

，
の
 

 
 

そ
れ
に
 ク
 

 
 

の
の
 さ
下
 

 
 

ル
ナ
カ
 ゴ
 

 
 

は
 数
回
 

 
 

で
 タ
ー
ラ
 

 
 

註
と
 

 
 

つ
た
ミ
｜
 

 
 

マ
キ
ー
テ
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富
士
信
仰
の
宗
教
史
的
意
義
 

村
上
重
度
 

 
 

を
仏
教
 

 
 

国
の
修
験
 

 
 

を
も
っ
て
 

 
 

ム
に
 
。
そ
の
 

 
 

何
 %
 蒜
と
 

 
 

捌
 し
て
、
 

 
 

禧
 中
小
の
 

 
 

 
 

 
 

半
 に
及
ん
 

 
 

長
を
反
映
 

 
 

展
 を
な
し
 

と
げ
た
。
 

 
 

る
 精
神
 

 
 

た
 。
幕
府
 

 
 

、
寛
保
 い
 

 
 

認
 を
も
と
 

 
 

改
革
を
も
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を
 考
察
し
 

て
 ゆ
 き
た
 

五
九
 

神
意
識
の
深
化
 

１
世
 

l
 

神
 金
光
大
神
 ｜
｜
 

村
上
俊
雄
 

 
 

に
お
 

 
 

理
は
教
 

 
 

祖
を
通
 

 
 

を
 経
る
 

 
 

神
の
意
 

 
 

し
た
。
 

 
 

え
ら
れ
 

 
 

編
成
 ュ
 
4
 
）
 

 
 

び
つ
 げ
 

も
の
に
す
ぎ
ず
、
の
ち
丸
山
教
が
分
離
し
た
。
 

 
 

と
 も
 

 
 

、
町
人
 

 
 

、
封
建
 

 
 

に
 先
行
 

 
 

の
 民
衆
 

 
 

と
す
る
 

 
 

こ
れ
は
 

 
 

に
通
ず
 

も
の
で
あ
る
。
 

識 間 し 阻 い る反 美的 す支 ・ っ たれ て 維 
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り
 、
そ
れ
 

 
 

た
 。
教
祖
 

 
 

中
に
神
の
 

 
 

の
 飛
躍
が
 

 
 

し
 /
 
、
 
-
 
神
ガ
 

 
 

意
欲
を
発
 

 
 

ら
れ
る
 ょ
 

 
 

意
織
 の
 変
 

 
 

も
な
い
。
 

 
 

容
 の
持
続
 

 
 

祖
は
神
と
 

 
 

切
 き
る
の
 

 
 

の
音
 
じ
 
逆
賊
 
を
 

 
 

教
祖
の
死
 

 
 

や
 人
格
に
 

 
 

諸
ゑ
等
の
 

 
 

生
前
自
ら
 

 
 

上
が
り
で
 

 
 

の
あ
と
 ホ
 ）
 

 
 

 
 

 
 

か
か
・
 
け
て
 

お
く
に
と
ど
め
る
。
 

 
 

明
治
兵
、
 
乙
 、
 乙
 

臣
俺
 

 
 

「
教
行
信
証
」
に
於
け
る
「
，
真
実
」
の
 

土
日
小
辛
 

血
化
 

 
 洲
 

西
 

森
 

 
 

 
 

 
 

義
 の
 百
 （
 

 
 

」
。
 ニ
 ・
 
栢
 

O
O
 

 
 

土
 真
実
教
 

O
O
 

 
 

十
文
 類
 」
 

O
0
 

 
 

。
而
し
て
 

0
0
 

 
 

行
巻
 し
の
 

く叩 十 ) 

，： ， 生沖 
金 
光 
大 
ネ串 

@@ 

ク 明 
ド 、 

  
一 

ゼ 二   

一 一 一 一 
， へ 六 

 
 

四
五
ナ
Ⅱ
）
 

五
 、
九
、
吾
主
（
 
ク
 
）
（
 ク
 
）
 

2
 
 金
神
の
一
万
弟
子
 

ク
 
ク
 

@
 
ミ
ニ
二
 
、
二
四
（
 
ク
 
）
（
 ク
レ
 

3
 
 文
治
大
明
神
 

ク
六
 、
六
、
亡
し
 
一
 ク
ノ
 
-
 
四
六
十
 

っ
 
）
 

4
 
 金
子
大
明
神
 

5
 
 金
光
大
明
神
 

文
人
二
、
 ニ
 、
 二
 

「
一
八
五
九
）
 

-
 
四
九
才
）
 

6
 
 金
光
大
権
現
 

一
九
 

裕
一
九
、
一
 

ソ
 

0
 、
二
四
（
一
矢
・
一
）
（
五
一
寸
 

-
 
）
 

明
ム
 田
刀
、
九
、
一
元
（
一
生
人
）
（
五
五
才
）
 

7
 
 山
神
金
光
大
神
 

@
 
袖
 
Ⅱ
 且
 
つ
）
 

㍍
が
組
の
）
年
齢
 

（
神
号
の
与
え
）
ら
れ
た
 

時
 

    
O 
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0
 
。
 日
 /
 
、
 

し
っ
 

 
 

者
、
得
 
二
 

 
 

吉
郎
定
先
 

 
 

二
典
法
身
一
）
 

叶
是
誓
っ
 

o
o
 

 
 

 
 

O
O
 

O
 つ
 

 
 

ご
 内
外
 

O
O
0
O
 

 
 

 
 

 
 

は
世
 （
 
方
 

 
 

あ
っ
て
 
、
 

 
 

「
 
行
巻
 

 
 

い
て
い
 
ブ
 
Q
 

  C
O
 

 
 

 
 

依
る
」
と
 

 
 

栗
梅
」
は
 

 
 

 
 

 
 

は
 「
広
義
 

 
 

 
 

O
O
O
 

矛
盾
せ
る
 

二
 命
題
が
同
時
に
成
立
つ
の
で
あ
る
。
 

研
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兄
術
 否
定
の
社
会
史
的
基
礎
 

１
１
と
く
に
真
宗
教
団
の
成
立
を
中
心
と
し
て
ー
 
｜
 

Ⅰ
 
ヒ
 ヒ
 

森
 

-
 
Ⅰ
 
号
 

士
 

 
 

ツ
ン
 

 
 

か
も
ま
た
 

 
 

/
 、
の
 
議
論
 

 
 

１
 の
そ
れ
 

 
 

道
徳
的
 結
 

 
 

マ
リ
ノ
 ウ
 

 
 

級
 に
奉
仕
 

 
 

の
 見
解
は
 

 
 

る
 主
要
な
 

 
 

は
 具
体
的
 

な
 関
係
を
も
ち
つ
っ
展
開
す
る
。
 

 
 

く
 も
つ
 

 
 

壊
 1
 庚
じ
 

 
 

て
の
行
 き
 

 
 

れ
る
と
 考
 

 
 

て
 、
純
粋
 

 
 

も
 、
社
会
 

 
 

る
も
の
で
 

 
 

0
 階
級
的
 

Ⅰ
 
/
 
 
一
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の
こ
と
は
 

 
 

る
 。
そ
の
 

 
 

 
 

十
九
世
紀
神
学
の
現
代
に
対
す
る
意
義
に
 

つ
い
て
 

１
 

l
 

リ
テ
ュ
 ル
神
字
の
問
題
性
 ｜
｜
 

森
田
雄
三
郎
 

 
 

O
 キ
リ
 

 
 

一
 神
論
と
 

 
 

試
 「
 
ヱ
 ・
、
 

お
 

 
 

い
て
検
討
 

 
 

的
 神
の
恩
 

 
 

ょ
 ：
 
，
 …
」
 
す
 

 
 

正
統
主
義
 

 
 

も
 特
に
後
 

 
 

定
 が
あ
っ
 

 
 

の
 結
果
・
を
 

 
 

内
容
に
実
 

 
 

0
 二
年
 
ざ
ロ
 
の
 

 
 

展
開
す
 

 
 

自
然
的
 権
 

 
 

は
 彼
の
意
 

 
 

リ
ス
ト
 教
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示教 

サ ブ し 

万本 ト 

Ⅱ ひ ユ ノ 

る   
  
つ 

の 

の 

問題 井 

  

か ぅか教 7 は 

びめ " みは てなる 批 。 テと意放 ュい図 " とる諾約 見 た識救 
現 済ま 刊 しⅠえ し 唯 なけ 遂済 

  
  
  

る へ り 察識 子 の と 洞 放 こ テ こ 

  

にちも よ さ がつ 彼そ手 提 体 
入破 る 5 れ り た の れ化す的 



 
 

は
、
百
ゥ
 

 
 

教
，
，
、
の
展
 

 
 

妾
 -
 
、
事
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介
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れ
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と
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神
 観
念
の
構
成
に
つ
い
て
 諸

声
 
素
純
 

 
 

時
に
説
 

 
 

題
 で
あ
る
 

 
 

。
進
化
論
 

 
 

、
 -
 
て
の
 基
 

 
 

れ
も
、
 根
 

 
 

的
 発
展
の
 

 
 

あ
る
も
の
 

 
 

教
性
 

 
 

る
も
の
を
 

 
 

素
 が
発
表
 

の
間
に
っ
 げ
 加
わ
っ
て
、
多
様
化
し
て
行
く
も
の
と
す
る
ご
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 し
て
 

 
 

な
ら
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に
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 ア
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も
そ
の
 

Ⅰ
 
一
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へ
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モ
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ラ
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 モ
イ
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柳
沼
重
刷
 

 
 

想
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彼
ら
の
 運
 

 
 

わ
り
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 構
造
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千
 -
 
、
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 -
 
し
カ
 

 
 

し
ト
ヘ
 

@
 Ⅰ
『
・
 

@
 
/
-
 
、
チ
 

 
 

記
 」
の
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れ
て
い
る
 

 
 

索
 が
分
析
 

 
 

解
釈
に
若
 

 
 

源
 と
し
つ
 

 
 

、
こ
の
中
 

 
 

L
 
 
く
、
 

。
 ダ
 
Ⅰ
 

 
 

、
単
一
な
 

 
 

は
 、
本
来
 

 
 

へ
ぎ
 も
の
 

 
 

に
 、
 諸
要
 

 
 

よ
 う
千
 -
 
あ
 

る
 。
 

 
 

Ⅰ
八
四
 

 
  
 

 
 

は
 -
 
て
れ
 が
 

 
 

に
お
い
 
/
 

 
 

の
 詩
を
通
 

 
 

 
 

 
 

と
い
う
 

 
 

も
の
で
あ
 

 
 

の
 民
族
で
 

 
 

方
 、
ホ
メ
 

 
 

L
 し
子
 
：
 ハ
刀
ち
 

 
 

観
念
で
あ
 

 
 

と
「
オ
デ
 

 
 

こ
の
 親
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 半
ば
 固
 

 
 

し
 。
 
て
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%
 
伎
 

 
 

命
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も
た
 

 
 

る
 よ
 う
一
 
に
 
・
 

 
 

曲
窯
ご
 
@
 
已
 Ⅰ
 

 
 

か
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、
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二
 %
 
巧
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ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
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分
る
の
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。
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モ
イ
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258 
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27 

下略 ) 

 
 

県
 の
 山
 

 
 

方
、
ょ
 

西
蔵
 坊
 、
工
学
 坊
 か
そ
れ
そ
れ
権
利
を
七
っ
て
 
ぃ
 。
 
q
-
 

 
 

八
八
株
 

を
も
つ
て
い
る
。
 

 
 

月
山
登
 

持
者
数
（
土
星
光
造
 氏
 調
査
）
 

  

 
 

 
  
 

士
 
ノ
ノ
 

Ⅹ
Ⅰ
Ⅹ
 

 
 

 
 

一
貫
敷
桁
 

 
 

合
少
 く
と
 

も
次
の
三
特
性
が
明
 
識
 さ
れ
 ぅ
る
 。
 

 
 

先
見
知
 

 
 

し
て
い
 

 
 

 
 

ず
形
而
 

 
 

別
さ
れ
る
 

 
 

い
て
再
構
 

 
 

も
 次
の
六
 

 
 

め
え
ょ
 

 
 

か
も
小
罪
 

 
 

珊
的
悪
 （
 
悪
 

 
 

罪
 ）
。
㈹
 

 
 

類
別
と
 累
 

 
 

ち
 
1
 穏
 
、
、
 

Ⅰ
Ⅹ
 
ャ
 
p
 ）
 

 
 

序
と
 照
応
 

す
る
。
 

 
 

は
、
常
 

 
 

的
悪
 で
あ
 

 
 

に
し
て
 起
 

 
 

の
 主
体
で
 

 
 

ハ
 
Ⅱ
 
メ
 
Ⅹ
Ⅰ
Ⅰ
 

カ
 カ
 

 
 

特
性
器
 干
 



 
 

の
 生
が
流
 

0
 
間
 題
 

 
 

ら
、
か
 か
 

山
形
孝
夫
 

 
 

の
 原
因
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キ
エ
 ル
 

 
 

て
の
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き
 

 
 

六
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窓
 

 
 

、
 Ⅰ
 
て
 t
d
 

 
 

神
の
生
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キ
 ェ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
に
於
け
る
 
刃
 0
 ヰ
 の
 

自 おけの根 校 は密 生・ぎ ・レ 一 
る本接る 他山 

エ     

を格分 のも 生 ク 

検 討詳関 のの生の ぎの、 ; ぅ : / Ⅰ 

す論 伊方 再そ / レ 
るな にで縛れ 

@ 
。 省 おあ か 自 

・ ぎ るる ら身 d 
        腕 に 力尽 ， 、 

ナ @ 

点、 は 、 れ他   

八二の プ一二 % キ ・・ @ ・ 、 トッ @. 工 牢 め 。 丁 」 @. ， ァ 一口中 Ⅰ -   っ て ク ハ題れ 問わ もの 
エ ル と る を 

現 尺 

ッ ト 目妻 も 
貞 題 

ク に 由な 含 ハ かけ間 おの くめ 十て 男 
ト る題全 、 

      ・ 十 一 " 」           

 
 

-
 
現
れ
る
。
 

 
 

格
 に
お
 い
 

 
 

支
配
）
を
 

 
 

難
 、
死
）
 

 
 

の
 究
極
的
 

 
 

象
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的
証
 

 
 

な
る
。
 

 
 

の
外
 な
る
 

 
 

状
態
か
ら
 

 
 

起
帰
 で
あ
 

 
 

す
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マ
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が
 マ
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よ
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持
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ま
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あ
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由
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が
被
旺
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と
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ま
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-
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か
る
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。
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の
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冊
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あ
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」
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あ
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丁
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あ
ら
た
め
 

 
 

曲
テ
 
の
笘
の
 

す
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の
臼
 
）
百
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%
.
 

 
 

題
 が
包
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 把
、
 
"
 
ん
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政
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ら
 組
織
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の
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教
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（
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（
 

 
 

-
 
の
せ
の
 

コ
 井
田
レ
 

ゴ
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・
の
（
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つ
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コ
審
コ
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-
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す
る
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悔
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称
名
念
仏
の
特
質
に
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期
の
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て
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観
念
 
白
 

 
 

特
に
浄
土
 

 
 

到
っ
た
 ね
 

げ
チ
」
あ
る
。
 

 
 

所
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身
に
対
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験
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な
 

 
 

的
な
思
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ら
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身
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が
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た
 ム
心
仏
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仏
は
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名
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ら
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仏
は
思
想
 

 
 

の
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い
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も
端
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の
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れ
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て
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」
即
ち
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キ
イ
ル
ケ
 ゴ
ー
ル
の
時
間
論
 

沢
 

米
 

紀
 

 
 

と
す
る
 

 
 

を
将
来
な
 

り
ぅ
 る
と
い
う
可
能
性
と
し
 
ィ
 
・
、
も
ち
、
課
題
と
す
る
。
 

 
 

こ
の
場
 

 
 

が
あ
っ
Ⅰ
Ⅰ
 

火
 

連
続
し
得
な
い
故
に
飛
躍
を
必
要
と
す
る
。
 

 
 

科
さ
足
 

 
 

す
 ・
る
こ
と
 

 
 

真
諾
 、
 北
 

 
 

ゆ
 唐
の
道
 

 
 

唐
 末
社
 光
 

 
 

れ
る
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ぎ
 資
料
で
 

 
 

標
 中
の
白
 

 
 

の
外
に
 敦
 

 
 

て
は
な
ら
 

こ
 
@
 
は
 Ⅰ
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セ
 O
 

 
  
 

 
 

ふ
れ
た
 

 
 

過
去
的
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統
一
は
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往
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取
戻
 

す
と
い
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に
お
い
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れ
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。
 

 
 

一
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カ
 

 
 

に
お
け
る
 

 
 

い
 う
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間
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限
な
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ム
ロ
 
い
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し
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の
当
処
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江
上
 

 
 

て
 つ
ぎ
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ぬ
 な
も
の
 

 
 

ぬ
と
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間
 

 
 

、
実
存
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法
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構
造
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時
性
を
 

解
明
し
得
る
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と
を
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た
。
 



理
性
的
宗
教
に
お
け
る
「
自
愛
」
に
 

つ
い
て
 

弘
 

正
 

楠
 

 
 

よ
っ
て
 

 
 

見
る
こ
と
 

 
 

マ
の
 
ノ
ル
ム
 

 
 

等
の
ツ
 ル
 

 
 

と
 考
え
る
 

 
 

目
的
と
し
 

 
 

を
お
い
て
 

 
 

根
拠
と
規
 

 
 

た
 。
こ
れ
 

 
 

の
中
に
水
 

 
 

向
性
が
宗
 

 
 

的
 価
値
と
 

 
 

も
人
間
性
 

 
 

由
か
 
@
 
り
、
仏
 

 
 

回
 す
る
 理
 

 
 

理
性
的
 宗
 

 
 

済
 に
価
し
 

 
 

シ
ャ
フ
 ツ
 

 
 

れ
は
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 ヒ
 

研
究
報
告
 

 
 

が
れ
る
。
 

 
 

わ
 為
の
情
 

 
 

直
面
す
る
 

 
 

教
の
理
想
 

 
 

事
 こ
そ
 倫
 

 
 

と
 理
性
愛
 

 
 

居
る
。
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谷
を
見
る
 

妻
 が
出
来
る
。
 

無
上
腕
 伽
 密
教
の
実
践
体
系
に
関
す
る
 

一
考
察
 

１
１
五
次
第
を
中
心
と
し
て
 

校
長
吉
慶
 

 
 

、
所
依
 

 
 

八
 0
 一
一
）
 

 
 

」
は
 、
歴
 

史
的
に
 只
解
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お
る
，
そ
の
要
旨
は
次
の
通
り
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て
あ
る
，
 

 
 

 
 

 
 

く
の
 
末
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と
 

 
 

第
 と
す
る
 

 
 

自
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の
 
ロ
ヴ
一
 

ミ
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に
説
か
れ
て
い
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。
 

 
 

を
も
つ
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事
実
を
 

通
し
 /
.
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、
宗
教
を
社
会
学
的
に
究
め
よ
う
と
す
 
，
化
 
㌻
ぜ
る
。
 

 
 

全
，
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、
異
 

月
光
，
善
弘
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 つ
い
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ワ
ッ
ハ
 
に
お
け
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C
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（
 
コ
リ
 
こ
の
力
無
自
学
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Ⅰ
 
ひ
 l
 

 
 

宝
 ㌧
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コ
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0
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コ
 

/
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（
の
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（
 い
 の
理
解
は
二
八
こ
 順
 ・
 
じ
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-
 
い
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寸
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Ⅱ
 

@
 
構
ガ
 

 
 

Ⅱ
㏄
の
・
 
円
 

 
 

」
（
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北
 

 
 

く
ニ
 
@
0
 
マ
の
 

 
 

な
 

 
 

 
 

 
 

生
起
 次
 

 
 

五
か
ハ
的
 

弔
 」
 

 
 

 
 

 
 

第
 」
を
 起
 

 
 

 
 

  

七
二
 

 
 

な
 存
在
（
「
 
-
 

 
 

彼
は
四
 つ
 

 
 

 
 

 
 

七
の
へ
の
 

 
 

庄
伍
 的
な
 

 
 

勺
 経
験
 千
 -
 

丑
 
@
 
八
一
・
 

し
 -
 

 
 

キ
 
@
 
）
し
め
 @
 
つ
 

 
 

ん
つ
，
 
：
 、
 

 
 

の
戒
は
几
レ
 
-
 

 
 

Ⅱ
一
口
 

刀
 
Ⅱ
 
り
 ・
「
 

-
 
 
ヌ
 ジ
 @
 
Ⅲ
 
"
 

 
 

は
 宗
教
 経
 

験
の
表
現
の
問
題
に
つ
い
て
，
主
旨
い
得
る
。
 

 
 

に
 概
念
 

 
 

の
を
 超
、
 ヴ
ん
 

 
 

一
 を
表
わ
 

 
 

お
い
て
は
 

 
 

 
 

あ
 た
 -
.
0
 
 

。
 

 
 

ノ
 
（
 
-
 
の
 小
ホ
 

 
 

シ
 ノ
ウ
ハ
 

ホ
 -
 
占
め
 

 
 

つ
い
て
、
 

 
 

ナ
 
-
 
し
て
 万
 

法
論
的
と
は
こ
の
 占
ミ
 問
題
が
あ
る
。
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  告 に守 せ 

をオ @ 『 十コま は .- る 下金 鐘で 

  

才 ' 了 
手 
県 
T 
の 

巫 
俗 
ヰヒ 

つ 

佳 い 
て 

藤 

正 

Ⅱ 頂 

を しの性行 、 ジ     浮で   れ あ 化点 、 成岩金地 べ 

鈴
木
管
 
覚
 

 
 

白
 の
 源
 

 
 

 
 

 
 

証
明
ざ
れ
 

 
 

表
象
乃
至
 
 
 

セ
二
 

コ
 
4
 

"
 
宗
教
的
ア
ブ
リ
 
オ
リ
と
 宗
教
の
歴
 艇
 "
 

女
業
と
し
、
 仲
 お
ろ
し
も
干
 し
 、
占
い
、
 

行
メ
ノ
 
は
 
%
 か
多
い
。
も
つ
と
も
所
に
よ
 
ア
 」
 

つ
て
い
る
所
も
あ
る
 
-
 南
部
領
 ィ
 
・
 
-
 
は
 村
の
 

ば
せ
・
を
 
ユ
ニ
 
q
 
 帖
ム
ロ
 
領
ぺ
 -
 
は
こ
の
事
け
は
 
ュ
は
 

も
あ
る
。
 ム
 お
ろ
し
に
は
新
口
、
百
ロ
 
と
 

方
 に
も
 種
，
キ
 や
な
が
、
農
耕
地
で
は
概
し
 

地
 で
は
概
し
て
 遅
ノ
 、
お
ろ
 寸
 よ
 う
プ
 

Ⅵ
の
口
説
き
 、
 慰
め
が
特
質
を
な
 す
 

し
て
い
る
，
 神
 お
ろ
し
ば
旧
人
や
家
庭
に
 

集
団
の
 -
 
ぼ
 占
い
、
災
厄
そ
の
他
の
予
言
 

要
 描
か
ら
自
戒
的
に
特
 
旧
が
 達
成
せ
 づ
 
-
 れ
 

的
に
は
 薄
 ・
境
の
藩
の
類
型
が
み
ら
れ
、
 業
 

信
仰
の
様
 柑
 が
み
ら
れ
る
。
（
分
布
図
 
並
 

で
 報
告
は
、
東
北
大
学
宗
教
学
研
究
 

調
古
活
果
 の
一
部
中
間
報
告
で
あ
る
 

へ
卦
を
な
し
、
文
綿
 濤
ギ
 祓
を
 

は
ゲ
 
打
ヤ
 
伯
や
教
，
 

職
 
・
 者
と
八
型
 
茉
 に
な
 

旧
家
そ
の
他
に
在
る
 
オ
 シ
ラ
 遊
 

い
 ，
取
子
の
習
俗
の
 
ょ
 
や
の
 所
 

お
り
、
お
ろ
す
決
り
に
も
帯
せ
 

/
-
 
新
ロ
 を
 早
く
お
ろ
し
、
海
岸
 

」
大
体
 死
巾
上
 
し
関
し
て
は
 柑
互
 

大
底
デ
イ
 ピ
ネ
 シ
ョ
ン
が
附
帯
 

関
す
る
予
言
が
中
心
で
。
め
り
 、
 

な
丁
の
（
・
 
-
+
 
め
る
 -
 
 
ボ
二
 
は
仕
 ふ
 ム
 の
 

る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
形
態
 

態
 ギ
機
能
的
に
混
 滝
 的
な
重
茂
 

に
 事
例
は
省
略
し
た
ご
 

至
 」
 
甲
 中
心
と
す
る
綜
合
研
究
の
 



 
 

｜
 に
お
 け
 

 
 

こ
の
九
ガ
ん
口
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